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ご意見は
コチラ

　
織
物（
ハ
タ
オ
リ
）の
ま
ち
、富
士
吉
田
。そ
の

歴
史
は
、ま
る
で
一
本
の
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な

富
士
吉
田
の
歴
史
の
一
端
を
、広
報
担
当
の

ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！

　先
月
号
に
掲
載
し
た
写
真
は
記
録
も
な
く

年
代
不
明
で
す
が
、広
報
担
当
で
は「
恐
ら
く

明
見
小
・
中
学
校
前（
県
道
新
田
下
吉
田
線
）

の
道
路
で
は
」と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。読
者
の

皆
さ
ん
か
ら「
小
明
見
の
都
留
信
交
差
点
付
近

か
ら
南
方
面
の
写
真
で
は
」「
恐
ら
く
50
年
代
の

風
景
」「
昔
は
ど
ん
ど
焼
き
や
御
神
木
を
立
て

て
い
た
」な
ど
貴
重
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、予

想
し
て
い
た
場
所
で
間
違
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
」「
こ
れ
は
何
年

頃
だ
と
思
う
」な
ど
、些
細
な
こ
と
で
も
ぜ
ひ

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
写
真
は
こ
ち
ら
で
す
。

元気に大きくなってね★
小松 誠さん（父・おじ）
小松 輝さん（父・おじ）
小松 凌大さん（父・おじ）

小松 碧人さん(1歳)　恋空さん(7歳)　壱伸さん(0歳) 
れいら いっしんあおと
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富士吉田市をホームタウンとし、『なでしこリーグ一部昇格』を目標に日々精進しています
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8月30日　中断期間明け初戦！

▼
こ
ん
に
ち
は
、市
長
の
堀
内
茂
で
す
。

▼
昨
今
の
円
安
や
人
件
費
の
高
騰
に

加
え
て
、
中
東
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
め

ぐ
る
緊
迫
し
た
情
勢
を
受
け
、
生
活

必
需
品
や
燃
料
、
食
料
品
の
値
上
が

り
が
本
当
に
深
刻
で
す
。地
球
の
反
対

側
に
あ
る
、
た
っ
た
一
つ
の
海
峡
の
ト

ラ
ブ
ル
が
、石
油
製
品
の
不
足
を
は
じ

め
、
こ
ん
な
に
も
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
直
撃
す
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

遠
い
国
の
出
来
事
や
リ
ー
ダ
ー
の
発

言
が
、
巡
り
巡
っ
て
地
方
の
経
済
や

日
々
の
生
活
を
大
き
く
変
え
て
し
ま

う
。私
た
ち
は
本
当
に
、
世
界
と
つ
な

が
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
生
き
て
い

る
の
だ
と
、
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

▼
本
来
、こ
う
し
た
物
価
高
騰
な
ど
へ

の
対
策
は
国
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
べ

き
も
の
で
す
が
、
本
市
で
は
コ
ロ
ナ
禍

の
と
き
か
ら
地
域
経
済
を
守
る
た
め
、

５
回
に
わ
た
る
「
七
福
来
券
」の
発
行

や
利
子
補
給
率
の
見
直
し
な
ど
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。加
え
て
「
若
者
エ
ー

ル
便
」
を
は
じ
め
、
国
に
先
駆
け
て
ス

タ
ー
ト
し
た
小
中
学
校
の
給
食
費
や

18
歳
以
下
の
医
療
費
の
無
償
化
な
ど
、

子
育
て
世
代
の
皆
さ
ま
を
応
援
す
る

経
済
的
な
支
援
に
も
力
を
注
い
で
き

ま
し
た
。

▼
世
界
情
勢
は
今
も
不
安
定
で
、米
国

大
統
領
の
中
東
問
題
へ
の
対
応
ひ
と
つ

で
円
相
場
や
株
価
が
大
き
く
変
動
す

る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。そ
ん
な
先

行
き
が
見
え
に
く
い
と
き
だ
か
ら
こ

そ
、市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
負
担

を
少
し
で
も
軽
く
し
た
い
と
考
え
、市

議
会
の
承
認
を
い
た
だ
き
、昨
年
に
引

き
続
き「
上
下
水
道
の
基
本
料
金
の
無

償
化（
来
年
３
月
検
針
分
ま
で
）」を
行

う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

▼
上
下
水
道
を
お
使
い
の
各
家
庭
で

は
１
万
円
を
超
え
る
支
援
に
な
り
、

市
全
体
で
総
額
２
億
円
近
く
の
大
き

な
事
業
と
な
り
ま
す
。水
道
は
誰
も

が
利
用
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
か

ら
、
全
て
の
方
に
し
っ
か
り
と
安
心
を

お
届
け
で
き
る
有
効
な
支
援
に
な
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
８
月
に
入
り
、い
よ
い
よ
夏
本
番
を

迎
え
ま
す
。水
道
の
蛇
口
か
ら
注
が

れ
る
、
富
士
山
の
伏
流
水
を
源
泉
と

し
た
冷
た
い〝
吉
田
の
お
い
し
い
水
〞

で
喉
を
潤
し
な
が
ら
、
私
も
皆
さ
ま

と
と
も
に
こ
の
厳
し
い
暑
さ
と
物
価

高
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

世
界
と
つ
な
が
る
私
た
ち
の
暮
ら
し

市長
コ ラ ム

No.6

イラスト：野良 颯美

3位でリーグ前半戦を折り返し、リーグ再開初戦は、
勝ち点差「3」で競うディアヴォロッソ広島（2位）との
大一番です。2位との直接対決になります。ぜひスタジ
アムで熱いご声援をよろしくお願いします！
2026プレナスなでしこリーグ2部第17節
日時 ■ 8月30日㈰　午後5時キックオフ
対戦相手 ■ ディアヴォロッソ広島　　　場所 ■ JITリサイクルインクスタジアム

目次

　レース前、ピットガレージに響き渡る、互いの声す
ら届かないほどの轟音。いざマシンが走り出すと、風
を切り裂き、圧倒的なスピードを感じさせる高音へ
と変わる　　。ここは、静岡県小山町にある「富士ス
ピードウェイ」です。
　今回は、この会場で開催された「Fuji Champion 
Race Series 第3戦」のスーパーFJクラスに出場した、
本市出身の磐上隼斗選手（アルビレックスレーシン
グチーム所属）を紹介します。
　スーパーFJとは、日本のモータースポーツにおけ
る入門用のフォーミュラカー・レースカテゴリーです

（世界最高峰はF1）。本格的な四輪レースへのステッ
プアップを目指す若手ドライバーにとっての最初の

「登竜門」として位置づけられています。
　磐上選手は、今年3月に行われた「もてぎ・菅生スー
パーFJ選手権 第1戦」で見事優勝を果たしており、今
大会も優勝の期待がかかる中での出場となりました。
　磐上選手がモータースポーツの世界へ足を踏み入
れたきっかけは、サーキットに通うお父様に連れられ
て来たことでした。当初「レーサーになりたい」と打
ち明けられた際、お父様はレースに命の危険が伴うこ
とを知っているため反対したそうです。しかし、「挑
戦させずに後悔させてはいけない」と思い直し、現在
では磐上選手を全力で応援しています。
　その後、磐上選手は新潟国際自動車大学校(GIA)に
進学。マシンの整備を学び、実践的な走行技術を磨け
る同校には、学校所有のフォーミュラカーを使用した
ドライバーオーディションが毎年行われ、上位2名が
JAF公認レースへ参戦できる制度があります。磐上
選手はその中で見事トップで選抜され、本格的にレー
サーとしての道を歩み始めました。
　今大会、20分間のベストタイムで競う予選を、磐上
選手は2位で通過。一斉スタートとなる決勝におい
て、予選順位は勝敗を分ける重要な鍵となります。迎
えた決勝では好スタートを切ったものの、惜しくも2
位でのフィニッシュとなりました。
　「次戦では優勝を目指すとともに、将来は世界の舞
台で戦える選手になりたい」と力強く語る磐上選手。
　若きレーサーの熱き挑戦は、これからも続きます。
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動画も見てね！

レーシングドライバー　磐
いわがみ 

上 隼
は や と

斗さん
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全
体
で
総
額
２
億
円
近
く
の
大
き

な
事
業
と
な
り
ま
す
。水
道
は
誰
も

が
利
用
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
か

ら
、
全
て
の
方
に
し
っ
か
り
と
安
心
を

お
届
け
で
き
る
有
効
な
支
援
に
な
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
８
月
に
入
り
、い
よ
い
よ
夏
本
番
を

迎
え
ま
す
。水
道
の
蛇
口
か
ら
注
が

れ
る
、
富
士
山
の
伏
流
水
を
源
泉
と

し
た
冷
た
い〝
吉
田
の
お
い
し
い
水
〞

で
喉
を
潤
し
な
が
ら
、
私
も
皆
さ
ま

と
と
も
に
こ
の
厳
し
い
暑
さ
と
物
価

高
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

世
界
と
つ
な
が
る
私
た
ち
の
暮
ら
し

市長
コ ラ ム

No.6

イラスト：野良 颯美

3位でリーグ前半戦を折り返し、リーグ再開初戦は、
勝ち点差「3」で競うディアヴォロッソ広島（2位）との
大一番です。2位との直接対決になります。ぜひスタジ
アムで熱いご声援をよろしくお願いします！
2026プレナスなでしこリーグ2部第17節
日時 ■ 8月30日㈰　午後5時キックオフ
対戦相手 ■ ディアヴォロッソ広島　　　場所 ■ JITリサイクルインクスタジアム
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※時間・内容が変更になることがあります。最新情報は市ホームページをご確認ください

※緊急出動などにより、一部変更となる場合があります

　6月26日（金）の深夜、東部・富士五湖を震源とする地震が起きました。本市では、震度５弱を観
測し、激しい揺れにより、建物の外壁の崩落や神社の灯篭が破損するなどの被害がありました。
　地震や噴火などの自然災害は、いつ・どこで発生するかわかりません。災害か
らご自身や大切な家族を守るためには、日頃からの備えが大切です。防災の日で
は、子どもから大人まで防災を考え、行動できる日になるよう、今年も訓練や各種
イベントを実施します。

9月6日日  午前8時30分～午後4時日 時

1
時間　午前８時３０分～正午　
場所　市役所、市立病院、指定避難所　ほか
訓練想定　富士山噴火および地震の複合災害
訓練内容
　 1. 災害対策本部訓練、住民避難訓練
　 2. 市立病院での避難訓練
　 3. 富士山火山防災対策協議会の実動訓練
　　 （他市町村との合同訓練）

総合防災訓練

2
時間　午後２時～４時　
　　　※開場：午後1時30 分
場所　ふじさんホール
内容　第１部：専門家による基調講演
　　　第２部：市長・専門家による
　　　　　　  防災ディスカッション

防災シンポジウム

7
時間　午前１０時～午後４時
場所　市民会館３階　会議室・市民ギャラリー
内容　1. 実験、火山灰にさわろう！！
　　　2. 富士山火山防災カルタ

子ども向け防災イベント

8
1. 身に付く防災クイズラリー
　※詳細は１３ページをご覧ください。　
2. パネル展示：４コマ漫画「バンジー劇場」
　 女性たちの3.11
　期間　８月２９日㈯～９月１３日㈰
　場所　市民会館1階
3. 防災図書特別展示
　期間　８月１日㈯～９月２９日㈫
　場所　図書館入口　展示スペース

図書館DE防災

9
時間　午前１０時～午後４時
場所　市民会館　第１駐車場　
メニュー　ポテト、チュロス、揚げたこ焼き、串焼き、
　　　　  焼きそば、かき氷、苺けずり など
　　　※出店者とは、７月１５日（水）に災害時によ
　　　　る食事の提供に関する協定を結びました

キッチンカー出店

10
時間　午前１０時～午後４時　
場所　ふじさんホール　ロビー　

国直轄砂防事業パネル特設展覧会

11
　関係機関のブースなどを回ってスタンプを集める
と、キッチンカーの商品を割引価格で購入できます。

スタンプラリー

12
場所　市民会館3階　小ホール
　ポップアップパーティション、ラップポン、ダン
ボールベッドなどで、実際の避難所をイメージして
みましょう。

市仮想避難所コーナー

3
時間　午前１０時～午後４時
場所　市民会館　第１駐車場
車両　大型トラック、パトカー、ウニモグ、
　　　津波・大規模風水害対策車、
　　　水陸両用バギー車、トイレトレーラー、
　　　照明車、ＥＶバス

災害時に活躍する車両の展示

4
時間　午前１０時～午後４時
場所　市民会館　第１駐車場
車両　自然災害体験車、降雨体験車、地震体験車
　　　※地震体験車は、午後のみ

災害体験車両
（地震・風水害・火山噴火）

5
時間　午前１０時～午後４時
場所　市民会館　第１駐車場、
　　　市民会館３階各部屋
内容　災害用伝言ダイヤル体験、仮想避難所体験、
　　　市の備蓄食料展示、交通・防犯啓発グッズ
　　　当日のプログラム配布  など

関係機関ブース出展

6
時間　午前１１時～午後２時
場所　市民会館　第１駐車場
メニュー　カレーライス
　　　  　※限定２００食（なくなり次第終了）

自衛隊による災害時炊き出し
試食体験

防 災 の 日富士吉田市

詳細はこちら問合せ■安全対策課 ☎内線235　富士山火山対策室 ☎内線251

防災シンポジウム
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防災ベスト防災ベスト青色コンテナ（カン） ヘルプカードヘルプカード

ヘルプカードヘルプカード

□ 今、何が起こっているのか分からない。
　 周囲の状況を把握することが難しい。
□ 一人で移動することが難しい。
□ 外見からは障害があるとわからない方も
　 いて、孤立してしまう。

　市では、災害時に障害のある方が、安心して
迅速に避難所へ移動できるように「防災ベスト」
を配布しています。

　青色コンテナに出してしまうと問題が発生してしまう缶があるのをご存じですか。今回は、缶の分
別についての特集です。細かい内容ですが、市民の皆さん一人一人のご協力をお願いします。

　障害や病気などにより支援や配慮が必要な
方が、災害時や日常生活で周囲に支援を求める
ためのカードです。どのような支援が必要かな
ど記載されており、外見では分かりにくい困りご
とを伝えることができます。

知っていますか正しい出し方
と を

防災ベスト防災ベスト

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者福祉手帳、
特定疾患の受給者証を所持している方で、自ら支
援を求めることができない方

配 布 対 象

ポイント

福祉課障害担当
配 布 場 所

障害者手帳、受給者証（特定疾患の方）、印鑑
申 請 に 必 要 な 物

市内在住で身体・知的・精神・発達障害をお持ちの
方　※手帳の有無は問いません

配 布 対 象 者

福祉課障害担当
配 布 場 所

□ 日常で困っている方を見かけたら「何かお手
　 伝いすることはありますか。」と声をかけましょ
　 う。ヘルプカードの提示があれば、記載内容に
　 沿って支援してください。
□ パニックや発作が起きている方には、短い言
　 葉で落ち着いて声をかけましょう。ヘルプカー
　 ドを確認し、周囲と協力して適切に対応してく
　 ださい。
□ 災害時は避難が必要な方に状況を具体的に
　 伝え、安全な避難を支援しましょう。ヘルプカー
　 ドがあれば、記載内容や緊急連絡先を確認し
　 て対応してください。

□ まずは声をかけ、必要な支援を確認しましょう。
□ 周囲の状況や情報は、言葉だけでなく、身振り
　 手振りや筆談も交えて伝えましょう。
□ 移動を支援する際は、本人の希望やペースを
　 大切にしましょう。
□ 一人で難しい場合は、本人の同意を得て周囲
　 にも協力を求めましょう。

心や体に障害のある方は、
災害の時にこんなことに困っています。

防災ベストを身に着けている人を
見かけたら、支援をしましょう！

ヘルプカードの提示がありましたら、
やさしく声をかけ、カードに
記載されている内容に沿った
支援や配慮をお願いします。

あなたの支援が必要です。
ヘルプカード

問合せ■福祉課 ☎内線151

問合せ■環境美化センター ☎22-0030

？
への

缶  の  出   し  方

スチール缶とアルミ缶の
区別は必要？

必要ありません。

飲んだ缶は
そのまま出せばいい？

中を空にして、軽く洗い、つぶさないで 出してく
ださい。センターに搬入された缶は、機械でア
ルミとスチール（鉄）に選別されます。その際、
つぶれていると選別しにくくなり、資源化の効
率が下がってしまいます。

たくさんある際は、
袋にまとめて出してもいい？

コンテナへ入れる際に、袋から出してください。

正しく分別されたカンの行方
皆さんのご協力が、ごみ処理費用の削減と資源
循環に繋がっています。今後も引き続きご協力を
お願いします。

カンの収集日はいつ？

青色コンテナ（カン）は週に１回収集します。各
地区の収集日は、富士吉田市公式防災アプリ
やCATV（11チャンネル）データ放送：ごみ出し
カレンダーをご確認ください。

青色コンテナが満杯の場合は、
どうすればいい？

透明の袋などに入れて
コンテナ横に置いてく
ださい。

生

コーヒー、お茶、ジュース、
ビールなど
飲料用の缶のみ

飲料用の缶以外の缶（ツナ缶、ミルクの缶、
缶詰の缶、スプレー缶、菓子の缶など）は、
「緑色コンテナ（不燃）」 へ入れてくださ
い。

ふたのあるタイプの飲料用缶を
捨てる際の注意事項はある？

必ずふたをはずし、本体・ふたともに同じ青色
コンテナへ出してください。ふたが閉まったまま
だと、中に液体が残っていた場合に
うまく処理ができなかったり、膨張
して破裂する危険 があります。

スプレー缶は缶なのに
青色コンテナに入れてはいけないの？

缶は、収集業者が回収後に圧縮して運搬してい
ます。スプレー缶などの発火性危険物が混入す
ると、 破裂や火災の原因 となり、危険です。

青色コンテナで回収したカン
年間約118トン
資源としての売却額
約1,369万円　※R7年度実績

青色コンテナ（カン）に
出すことができるもの
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　 大切にしましょう。
□ 一人で難しい場合は、本人の同意を得て周囲
　 にも協力を求めましょう。

心や体に障害のある方は、
災害の時にこんなことに困っています。

防災ベストを身に着けている人を
見かけたら、支援をしましょう！

ヘルプカードの提示がありましたら、
やさしく声をかけ、カードに
記載されている内容に沿った
支援や配慮をお願いします。

あなたの支援が必要です。
ヘルプカード

問合せ■福祉課 ☎内線151

問合せ■環境美化センター ☎22-0030

？
への

缶  の  出   し  方

スチール缶とアルミ缶の
区別は必要？

必要ありません。

飲んだ缶は
そのまま出せばいい？

中を空にして、軽く洗い、つぶさないで 出してく
ださい。センターに搬入された缶は、機械でア
ルミとスチール（鉄）に選別されます。その際、
つぶれていると選別しにくくなり、資源化の効
率が下がってしまいます。

たくさんある際は、
袋にまとめて出してもいい？

コンテナへ入れる際に、袋から出してください。

正しく分別されたカンの行方
皆さんのご協力が、ごみ処理費用の削減と資源
循環に繋がっています。今後も引き続きご協力を
お願いします。

カンの収集日はいつ？

青色コンテナ（カン）は週に１回収集します。各
地区の収集日は、富士吉田市公式防災アプリ
やCATV（11チャンネル）データ放送：ごみ出し
カレンダーをご確認ください。

青色コンテナが満杯の場合は、
どうすればいい？

透明の袋などに入れて
コンテナ横に置いてく
ださい。

生

コーヒー、お茶、ジュース、
ビールなど
飲料用の缶のみ

飲料用の缶以外の缶（ツナ缶、ミルクの缶、
缶詰の缶、スプレー缶、菓子の缶など）は、
「緑色コンテナ（不燃）」 へ入れてくださ
い。

ふたのあるタイプの飲料用缶を
捨てる際の注意事項はある？

必ずふたをはずし、本体・ふたともに同じ青色
コンテナへ出してください。ふたが閉まったまま
だと、中に液体が残っていた場合に
うまく処理ができなかったり、膨張
して破裂する危険 があります。

スプレー缶は缶なのに
青色コンテナに入れてはいけないの？

缶は、収集業者が回収後に圧縮して運搬してい
ます。スプレー缶などの発火性危険物が混入す
ると、 破裂や火災の原因 となり、危険です。

青色コンテナで回収したカン
年間約118トン
資源としての売却額
約1,369万円　※R7年度実績

青色コンテナ（カン）に
出すことができるもの
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問
合
せ 

■ 

生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
１
６

文
化
祭
公
募
展
作
品
募
集

文
化
祭
公
募
展

※

画
像
は
、令
和
７
年
度
の
　  

文
化
祭
賞
受
賞
作
品
で
す

一
般
公
募
に
よ
る
５
部
門（
文
学
・
書
道
・
美
術
・
写
真
・ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
）の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
項

※

応
募
用
紙
は
、市
役
所
受
付
、市
民
会
館
、図
書
館
、各
コ
ミ
セ
ン
、生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す

※

文
学
部
門
以
外
は
、応
募
の
際
に
作
品
裏
に
応
募
用
紙
を
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い

※

他
の
作
品
展
な
ど
に
出
品
歴
が
あ
る
作
品
も
応
募
で
き
ま
す
が
、本
公
募
展
で
の
未
受
賞

　
作
品
に
限
り
ま
す

文
学
作
品

募
集
部
門
　「
小
・
中
学
生
の
部
」、「
高
校
生
・一
般
の
部
」と
も
に

　
　
　
　
　
①
詩
　
　
　
　
　
１
人
３
篇
以
内

　
　
　
　
　
②
短
歌
　
　
　
　
１
人
５
首
以
内

　
　
　
　
　
③
俳
句
　
　
　
　
１
人
５
句
以
内

　
　
　
　
　
④
川
柳
　
　
　
　
１
人
５
句
以
内

出
品
規
定
　
短
歌
、俳
句
、川
柳
は
、所
定
の
応
募
用
紙
で
の
出
品
。

提  

出  

先
　
生
涯
学
習
課

受
付
締
切
日
　
９
月
17
日
㈭

写
真
作
品

募
集
部
門
　
①
単
写
真
：
大
き
さ
４
ツ
切  ※

モ
ノ
ク
ロ・カ
ラ
ー

　
　
　
　
　
②
組
写
真
：４
ツ
切
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
６
ツ
切
３
枚
以
内

　
　
　
　
　
　※

モ
ノ
ク
ロ・カ
ラ
ー

出
品
規
定
　
・１
人
２
点
以
内
。

　
　
　
　
　
・
組
写
真
は
簡
単
な
解
説
を
添
付
。

　
　
　
　
　
・
写
真
は
額
・
箱
に
入
れ
て
提
出
。

提  

出  

先
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル
１
階
入
口

受
付
期
間
　
９
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

ハン
ド
ク
ラ
フ
ト
作
品

募
集
部
門
　
①
陶
芸
　
②
工
芸（
押
花
絵
、銀
ク
ラ
フ
ト
、工
芸
盆
栽
、藤
工
芸
、創

　
　
　
　
　
作
人
形
、粘
土
工
芸
、デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
、布
３
Ｄ
ア
ー
ト
、能
面
、ス
テ
ン

　
　
　
　
　
ド
グ
ラ
ス
、ト
ン
ボ
玉
、レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、刺
繍
、か
ら
く
り
、切
り

　
　
　
　
　
絵
、彫
金
、彫
刻
、パッ
チ
ワ
ー
ク
、ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
、ア
ー
ト
ニッ
ト
、は

　
　
　
　
　
た
織
、そ
の
他
）

出
品
規
定
　 

・１
人
１
作
品
。

　
　
　
　
　
・立
体
作
品
は
、高
さ
１
５
０㎝
、幅
１
５
０㎝
、奥
行
き
80㎝
と
し
、平

　
　
　
　
　  

面（
額
）を
使
用
す
る
作
品
は
、30
号
以
内
。

　
　
　
　
　
・
生
花
・
水
な
ど
を
利
用
し
た
作
品
は
、管
理
上
出
品
を
お
断
り
し

　
　
　
　
　  

ま
す
。

　
　
　
　
　
・
作
品
は
箱
に
入
れ
、陶
芸
作
品
は
割
れ
な
い
よ
う
工
夫
し
て
提
出
。

　
　
　
　
　
・工
芸
作
品
は
作
成
手
順
を
詳
し
く
記
入
。

提  

出  

先
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル
１
階
入
口

受
付
期
間
　
９
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

第
74
回
富
士
吉
田
市

工芸
『のう鳥とくまとふうじいさんのかくれんぼ』

渡邊彩楓さん

陶芸 『灯（花火）』
渡辺洋子さん

単写真
『乱雲』
井出吾朗さん

日本画
『鶴の母子の散歩』
奥脇富雪さん

漢字
『寄許鍊師』
原田り惠子さん

日
　
　
時
　
10
月
31
日
㈯
〜
11
月
３
日
㈫
・
㈷
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　※

最
終
日
は
午
後
２
時
30
分
ま
で

場
　
　
所
　
市
民
会
館

表  

彰  

式
　
11
月
３
日
㈫
・
㈷
　
午
後
１
時
30
分

応
募
資
格
　
小
学
生
以
上
　※

書
道
作
品
を
除
く

表
　
　
彰
　
文
化
祭
賞
・
市
長
賞
・
議
長
賞
・
教
育
長
賞
：
各
１
名

　
　
　
　
　
入
選
・
奨
励
賞
：
若
干
名

１

書
道
作
品

2

美
術
作
品

3 募
集
部
門
　
①
漢
字
　
②
か
な
　
③
刻
字

　
　
　
　
　
④
篆
刻
　
⑤
詩
文
書

出
品
規
定
　
・１
人
２
点
以
内
。

　
　
　
　
　
・
画
仙
紙
半
切
大
以
内
。刻
字
は

　
　
　
　
　  

半
切
２
分
の
１
以
内（
65㎝
以
内
）。

　
　
　
　    

・
作
品
は
表
装
ま
た
は
額
装

　
　
　
　
　  （
仮
表
装
は
不
可
）。額
装
は
半
切
２
分
の
１
未
満
、

　
　
　
　
　  

軸
装
は
半
切
以
内
。

提  

出  

先
　
生
涯
学
習
課
ま
た
は
書
真
会
内
富
士
書
道
連
盟
事
務
局

　
　
　
　
　（
渡
辺
繍
香
先
生
宅
）

受
付
締
切
日
　
９
月
17
日
㈭

募
集
部
門
　
自
由
作
品
　※

テ
ー
マ・
素
材
は
自
由

出
品
規
定
　
・
作
品
サ
イ
ズ
は
自
由
。

募
集
部
門
　
①
日
本
画
　
②
油
絵
　
③
水
彩
画

　
　
　
　
　
④
彫
刻
　
⑤
イ
ラ
ス
ト・
デ
ッ
サ
ン
等

出
品
規
定
　
・１
人
２
点
以
内
。

　
　
　
　
　
・
絵
画
の
大
き
さ
は
50
号
以
内
、額
装
。

提  

出  

先
　
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル
１
階
入
口

受
付
期
間
　
９
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

45

て
ん
こ
くし

ゅ
う
こ
う

〜
小
・
中
学
生
部
門
〜

〜
高
校
生
・
一
般
部
門
〜

詳細はこちら
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310,079円

【総務費】

一人あたりの歳出の目的別内訳

市民一人あたりの
積立金（貯金）残高は

421,650円

市民一人あたりの
市債（借金）残高は

373,482円

市民一人あたりの
市税以外の歳入は

728,572円

市民一人あたりの
市税額（歳入）は

157,849円

市民一人あたりの
決算額（歳出）は

841,572円

88,350円

【衛生費】

97,629円

【教育費】

55,220円

【土木費】

39,146円

【商工費】

36,240円

【公債費】

183,935円

【民生費】

円19,848
【消防費】

6,859円

【農林水産業費】

4,266円

【議会費】

0円

【諸支出金】

841,572円

【合計】

　市民の皆さんに納めていただいた税金や、国･県からの支出金、市債(借金)などが、市の
ためにどのように使われたかご理解いただくため、予算や決算を公表しています。
　令和７年度も適切な財政運営に努めてきましたが、今後も市政運営に一層のご理解とご協
力をお願いします。

※地方交付税…地方公共団体ごとの財源の均衡化を図り、
　かつ必要な財源を保障するために国から交付されるお金です。

市 の 財 政 状 況令和７年度

歳入

（単位：千円）
40,503,246

歳出

（単位：千円）

（単位：千円）

※令和８年４月１日現在、
　45,693人で計算

38,453,945

令和７年度一般会計歳入歳出決算見込額

令和７年度 特別会計決算見込額

一般会計の主な事業 決算額

一般会計決算を市民一人あたりで見てみると・・・

基金の状況

令和７年度 市税収入状況 市債の状況

市税
7,212,593
（17.8%）

国県支出金
6,350,059
（15.7%）寄附金

10,434,691
（25.8%）

地方交付税
4,099,190
（10.1%）

基金繰入金
4,219,005
（10.4%）

市債
1,277,900
（3.2%）総務費

14,168,454
（36.8%）

農林水産業費
313,425
（0.8%）

商工費
1,788,689
（4.6%）

土木費
2,523,167
（6.6%）

消防費
906,917
（2.4%）

公債費
1,655,927
（4.3%）

民生費
8,404,544
（21.9%）

衛生費
4,036,968
（10.5%）

教育費
4,460,952
（11.6%）

議会費
194,902
（0.5%）

その他
6,909,808
（17.0%）

総務費
行政ネットワーク運用管理事業
定住促進関連事業
地域魅力発信事業

244,993
112,514
107,954

衛生費
塵芥処理事業（分収交付金配分事業）
子育て応援医療費助成事業
生活習慣病対策事業

995,965
189,873
91,138

農林水産業費
林業振興事業
林道維持管理事業
農業基盤事業

67,119
43,162
37,341

商工費
道の駅富士吉田リニューアル事業
観光宣伝・観光客誘致推進事業
商業活性化対策事業

755,739
230,328
58,200

土木費
下水道事業会計負担金事業
市営住宅管理事業
市道等建設事業

693,975
313,721
228,543

消防費
富士五湖広域行政事務組合負担金事業
非常備消防事業
防災対策事業

673,950
143,309
67,432

教育費
学校給食センター運営事業
小学校校舎等維持管理事業
小中学校情報教育推進事業

658,409
235,967
141,479

民生費
介護給付事業
保育施設等給付事業
児童手当事業
富士吉田市物価高対応子育て応援手当事業

1,274,379
1,063,100
855,733
251,318

道の駅富士吉田リニューアル事業（リニューアル後の外観イメージ） 防災対策事業（消防自動車を更新）

金　　額 構成比
市民税 3,435,757 47.6%

（うち個人市民税） （2,860,164） （39.6%）

固定資産税 2,919,985 40.5%

その他 856,851 11.9%

合計 7,212,593 100.0%

会計名 収入済額 支出済額
国民健康保険特別会計 4,891,098 4,858,539 

後期高齢者医療特別会計 1,361,697 1,361,697 

介護保険特別会計 4,614,861 4,555,910 

介護予防支援事業特別会計 15,703 15,703 

看護専門学校特別会計 185,528 185,528 

会計名 令和６年度末
現在高

令和７年度中
増減額

令和７年度末
現在高

一般会計 17,138,020 2,128,413 19,266,433

（うち財政調整基金） （3,720,095） （443,922） （4,164,017）

国民健康保険特別会計 481,737 33,023 514,760

介護保険特別会計 916,586 24,818 941,404

会計名 令和６年度末
現在高

令和７年度中
借入額

令和７年度中
償還額

令和７年度末
現在高

一般会計 17,359,282 1,277,900 1,571,651 17,065,531

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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　市では、地元住民の民生安定と周辺地域の発展、ならびに自衛隊などによる北富士演習場
の安定的な使用を目的に、国と「北富士演習場使用協定」を結んでいます。
　現在、第11次使用協定(令和5年3月28日締結)に基づき、防衛省の補助金や交付金を活用し
て事業を実施しています。
　今回は、令和7年度に実施した事業の実績をお知らせします。

ト
ピ
ッ
ク
ス

今
月
の
新
着
図
書

市立図書館
☎22-0706      24-4831
     https://flib.fujinet.ed.jp/

FAX

HP

3日月／10日月17日月／24日月28日金・月末31日月

今月の 休 館 日

暮らしの中に図書館を

大人のためのおはなし会１
TOPICS

新着資料は入荷の都合により貸出が遅れることがあります

● 教養としての「簿記」入門
● かぎ針で編む花束ブランケット
● デジタルアーカイブの権利処理入門

（金子 智朗・著）
（日本文芸社・編)

（数藤 雅彦・責任編集／小山 紘一・編)

ビジネス・くらしに役立つ生活書・教養書
かね  こ    とも あき

す  どう   まさ ひこ お  やま   こう いち

ほか

● おはなしの時子
● たぶん、恋しい
● 宝石のこえ

（朝比奈 あすか・著）
（一穂 ミチ・著）
（野沢 きみ・著）

文芸書
あさ  ひ   な

いち  ほ

の  ざわ

ほか

● うるさいぞう！〈絵本〉
● じしゃくのて！（かがくすっ）〈絵本・３～5才・小学校初級
　 向〉
● ドリーの魔法〈小学校中級向〉

● オザンと竜の方舟〈小学校上級向〉

● NDC男子！1〈ヤングアダルト〉

（丸山 誠司・作）

（岡本 好明・写真／白數 哲久・文）

（パトリシア・クームス・作／PEIACO・絵）

（新藤 悦子・作／佐竹 美保・絵）

（舟崎 泉美・作／えん・絵）

児童書・ヤングアダルト

しん どう  えつ   こ さ  たけ    み    ほ

おかもと   よし あき しら   す    てつひさ

まる やま   さと   し

ふな さき   いず み

ほか

5月から令和9年1月まで、毎月お題をかえて実施
します。
募集期間■8月1日(土)～ 27日(木)
※詳細はホームページをご確認ください

2
TOPICS

図書館大喜利大会『図書館ＩPPON!』
おお  ぎ    り いっぽん

【８月のお題】

『海の中にできた海中図書館、
その一番の売りとは？ 』

日時■8月6日(木)　午前11時
場所■市民会館1階ロビー
対象■どなたでも
出演■ふじよしだチルドレンコラーレ
　　　渡辺淳子（指揮）　渡辺紗希（ピアノ）
演目■輝く未来（塔の上のラプンツェル）
　　　星に願いを（ピノキオ）
　　　ふるさとの四季～唱歌メドレー～　ほか

『ふじよしだチルドレンコラーレが贈る
  爽やかな合唱のひととき』

日時■8月27日(木)　午前11時
場所■市民会館1階ロビー
対象■どなたでも
出演■土井尻 明子（ソプラノ歌手）
　　　佐藤 久代（ピアノ）
演目■夏の思い出・浜辺の歌・O sole mio    ほか

『夏の思い出～歌がつなぐ心の風景～』

♪ロビーコンサート♪3
TOPICS

日時■９月６日（日）
　　　午前９時30分～午後４時
場所■図書館内
対象■どなたでも
※先着200名に参加賞があります
※このほか、防災に関するパネル展示企画や
　防災図書の特別展示コーナーもあります

『クイズラリー「身につく防災クイズ！」』

図書館ＤＥ防災！！4
TOPICS

詳細は
こちら

詳細は
こちら

防衛省の補助金や交付金で
さまざまな事業を実施しています。

令和７年度　防衛省関連事業一覧

防衛省と地域社会との
協力を象徴するエンブレム

問合せ■演習場対策室 ☎内線347

詳細は
こちら

日時■8月29日(土)
　　　午前10時30分～11時30分
場所■図書館2階グループ学習室
対象■高校生以上
申込開始日■8月14日(金)
申込方法■QRコード・図書館カウンター・電話
プログラム■山月記
　　　　　  ちいちゃんのかげおくり
　　　　　  魔法のオレンジの木　ほか

区分 事業内容

防
衛
省
の
補
助
金
に
よ
る
事
業

道路 横町熊穴線外２路線整備事業（道路改良工事）

水道 水道設置助成事業（鐘山配水区配水管工事 ( 上吉田忍野線、大溝支線、
明見東通り線 )、下吉田配水区配水管布設替工事実施設計）

コミュニティ供用施設 鐘山会館設置助成事業

まちづくり構想策定支援 まちづくり構想策定支援事業（災害対策拠点等の施設整備を目的とした基
本計画策定）

令和７年度補助金総額 278,424,000円

防
衛
省
の
交
付
金
に
よ
る
事
業

交通施設
公民館通り線整備事業（歩道改良工事）
大明見下の水線、城山東４号線、東裏２号線整備事業（舗装補修工事）
定置式凍結防止剤散布装置整備事業

環境衛生施設 配水管工事（中央通り線、西原１号線、西原８号線）

医療施設 富士吉田市立病院内　医療機器購入事業 ( デジタルマンモグラフィシステ
ム外 11 機器 )

防災に関する事業 防災備蓄倉庫維持運営事業

教育、スポーツ及び文化に
関する事業 学校給食費助成事業、学校給食センター運営事業

医療に関する事業 がん検診事業、子育て応援医療費助成事業

令和７年度交付金総額 441,603,000円
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2
TOPICS
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物価高騰に市独自の支援策
水道・下水道の基本料金を無償化します！

Hot Topics 1

政市
HOT

TOPICS

旬な話題をいち早く！！

本市の行政相談委員が表彰されました！
Hot Topics 3

日時
９月２４日（木）
午後６時３０分～８時３０分
※開場：午後５時５０分

申込締切日
8月31日（月）

対象
市の水道・下水道を利用している契約者

行政相談とは？
　行政全般についての国民の苦情や意
見・要望を受け付け、公正・中立な立場か
ら関係行政機関に必要なあっせんを行
い、解決や実現の促進を図り、また、行政
の制度および運営の改善を図るため、総
務省が設置している制度です。

行政相談委員とは？
　行政相談委員は、地域住民の身近な相談相手として、行政の仕
事に関する苦情や手続などの相談を受け付け、解決のための助
言や関係機関に対する通知などの業務を無報酬で行っています。
　総務大臣が委嘱した民間有識者で、全国に約5,000人（各市
（区）町村に１名以上）が配置されています。県内では、69名の行
政相談委員が活躍しています(令和８年５月１日現在)。

注意事項
2カ月あたり20㎥を超えて使った分は、これまで通り請求されます。水道料金は、接続している給水管
のサイズにより異なります。今回無償になる金額の一例は、13ミリ：1,560円、20ミリ：2,350円、25ミリ
2,945円などです。
使用料は、0～20㎥まで一律料金となり、全契約者は一回の請求額のうち1,815円が無料になります。

期間
令和8年8月～令和9年3月（８カ月間）

場所
ふじさんホール

入場料
無料

申込方法
NHKサイトの専用フォームより
申し込みをお願いします。

出演予定
＜ゲスト＞五木ひろし、岡千秋、北山たけし、西城なつ美、新浜レオン、
   羽山みずき、福田こうへい、藤あや子、由紀さおり（五十音順）
＜司  会＞佐々木芳史アナウンサー

「非行防止標語」優秀作品を紹介します
Hot Topics 4

　毎年７月は「青少年の被害・非行防止全国強調月間」です。本市では、事業の一環として、子どもたち自
身に非行防止と健全な成長を自覚していただくため、市内５中学校の全ての３年生を対象に標語を募集し
ました。
　審査の結果、優秀作品が決まりましたのでご紹介します。受賞された皆さん、おめでとうございます！ 生涯学習課　☎内線 523 ／ＮＨＫ甲府放送局　☎０５５-２５５-２１１１

ふじさんホール開館１５周年記念
「新・ＢＳ日本のうた」

Hot Topics 2

問合せ

上下水道管理課　☎内線 613問合せ

市民協働推進課　☎内線 203問合せ

生涯学習課　☎内線 526問合せ

申し込みはこちら

　本市とNHK甲府放送局は、ふじさんホール開館１５周年を記念して「新・BS日本のうた」の公
開収録を実施します。素晴らしい名曲の数々を豪華な出演者がたっぷりとお届けします。観覧希
望の方は、ぜひお申し込みください。

　物価高騰の影響が続く中、食料品や光熱費など生活に欠かせない支出が増加し、生活への負担が大き
くなっています。市民の皆さんの暮らしを支えるため、本市独自の支援策として、水道料金および下水道使
用料の基本料金を無償化 することとしました。申請などの手続きは不要です。
　上下水道を使用している一般家庭の場合、概ね１回の支払い額 3,375 円、期間中
４回の支払い分を合計すると13,500 円の負担軽減になります。
　なお、今回の措置は市の一般会計からの補填を受けて実施するため、上下水道の
維持管理や財政収支には影響はありません。

　行政相談業務に顕著な功績のあった行政相
談委員に対して、総務省関東管区行政評価局
長などから表彰状が贈られ、本市の勝俣茂委
員と中澤勇三委員の２名が表彰されました。
　行政について困りごとなどございましたら、
ぜひ市の無料の行政相談をご活用ください。
相談日時は、24ページをご覧ください。

五木ひろし

勝俣茂 委員 中澤勇三 委員

由紀さおり 藤あや子

【水　道】

【下水道】

市長賞
『大丈夫？　バイトのつもりが　詐欺加担』　下吉田中　田形 ひかりさんたがた

市青少年総合対策本部長賞
『軽いノリ　未来をつぶす　第一歩』

明見中　小林 椿生さん
こばやし  つばき

『その行為　「すみません」じゃ　済みません』
吉田中　市井 真優さん

いち い     ま  ひろ

入選
『差し伸べて　染まる前に　あなたの手』

下吉田中　奥脇 生可さん
おくわき うぶ  か

『一度だけ　軽い気持ちは　重い罪』
明見中　渡辺 梨藍さん

わたなべ  り  あ

『うたがえよ　画面の向こうに　ある犯罪』
吉田中　渡辺 來姫さん

わたなべ  く　 き
『考えて　その行動は　誰のため？』

富士見台中　山崎 紬さん
やまざきつむぎ

『軽いノリ　未来の自分　泣かすだけ』
富士学苑中　長谷川 翔輝さん

はせがわ  しょうき

市議会議長賞
『その非行　未来を捨てても　やりますか？』

富士見台中　阿部 縁之介さん
あ   べ　えん の すけ

市教育委員会教育長賞
『考えよう　自分の未来　守るため』

富士学苑中　大森 海叶さん
おおもり   かい と
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子育て支援センター予定表

メンテナンス
休館

子育て支援センター
※土曜日は午前８時30分～午後６時

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
8月

子育て情 局報

夏休みを涼しく、元気に！「こどもの居場所クール食堂」オープン
～１日中過ごしてもＯＫ！ 遊びも、宿題も、お弁当も。～

期間　7月23日（木）～8月27日（木）　※土・日曜日・祝日、8月13日(木)・14日(金)を除く23日間

対象　市内在住の18歳の年度末までの子ども ※未就学児のみの利用はできません

場所　子育て支援センター３階　ホール

費用　お弁当１食 300円（施設利用は無料）

申込方法　市公式LINE で事前申請・電子決済をお願いします。

問合せ　こども家庭センター ☎22-5155

　乳幼児健診は母子保健法に基づき実施しています。全員が対象になりますので、対象月にお越しく
ださい。受付時間は対象の誕生日によって異なるため、乳幼児健診のホームページまたは市公式 LINE
で詳細を確認してください。
　持ち物は、母子手帳・問診票・替えのオムツです。４カ月・９カ月はバスタオル、３歳は排尿済み尿
容器も一緒に持参してください。
　問診票を紛失した場合は、窓口に取りに来るか、健診当日記入をお願いします。

乳幼児健診

乳幼児健診の
ホームページ

市公式Ｘ 市公式ＬＩＮＥ

場所　子育て支援センター 問合せ　こども家庭センター　☎内線 644・862

産前産後ケアルーム　　つどいの広場にじいろ利用者　　ファミサポ会員　　健診など　　どなたでも
※リズムであそぼの問合せ：090-1805-2072　※　  のマークがある日は手形アートができます

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29

下吉田7-29-19　☎22-5155　　22-7666
開館時間　午前8時30分～午後７時

FAX

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

交流開放日・ねぞうアート
リトミックあそび

ぽかぽか測定
手形アート

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後1～6カ月

キャリアアップ講習会
「おやつ作り」
ママのためのピラティス
2歳児歯とこころの相談

9カ月児歯と離乳食の相談離乳食教室
子育て中の就労相談

すくすくママ整体
なかよしクレヨン
1歳6カ月児健診

にじいろAMお休み

ドレスアップデー
※要予約

お祝いしましょ
※対象の方は要予約

６歳までデー
※未就学児の親子対象

にじいろPMお休み
4カ月児健診

手形アート ６歳までデー
※未就学児の親子対象

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後7～12カ月

わらべうた
3歳児健診

手形アート交流開放日・ねぞうアート
手形アート

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

交流開放日・ねぞうアート
にじいろPMお休み

1. 室内で思い切り体を動かそう！

申し込みは
こちら

献立表は
こちら

30 31 

卓球やトランポリン、ストラックアウトな
ど、室内で楽しく運動できる設備が充実
しています。ボードゲームやトランプな
どの遊びもいっぱいです。

2. 涼しい居場所で１日過ごすことが
　 できる（フリーWi-Fi 完備）
開放時間は午前８時３０分～午後６時
（小学生は午後５時まで）。読書をした
り、Wi-Fiを使って調べ物をしたり、自
由に過ごすことができます。

3. お弁当の提供（持参もできます！）
１食300円で栄養満点のお弁当を提供
します（1日30食限定）。お弁当持参も大
丈夫です。

5. 専門スタッフの見守りで安心
こども家庭センターの職員が常駐して
います。子どもたちの変化に気を配り、
困りごとの相談にも乗ります。
※託児などのサービスはありません

4. 高校生が宿題をサポート
高校生ボランティアが、夏休みの宿題
の見守りや交流の相手をします。

ポ   イ    ン   ト

　本市では、登校がなく給食もお休みになる夏休みの期間、子どもたちが涼しく安心して過ごすこ
とができる居場所として 「こどもの居場所クール食堂」 を開設しています。
　冷房完備の「こどもクーリングシェルター」で、朝から夕方まで１日中自由に過ごすことができま
す。お弁当の注文はもちろん、持参もできます！フリーWi-Fi も完備しています。ぜひ遊びに来てく
ださい！
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子育て支援センター予定表

メンテナンス
休館

子育て支援センター
※土曜日は午前８時30分～午後６時

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
8月

子育て情 局報

夏休みを涼しく、元気に！「こどもの居場所クール食堂」オープン
～１日中過ごしてもＯＫ！ 遊びも、宿題も、お弁当も。～

期間　7月23日（木）～8月27日（木）　※土・日曜日・祝日、8月13日(木)・14日(金)を除く23日間

対象　市内在住の18歳の年度末までの子ども ※未就学児のみの利用はできません

場所　子育て支援センター３階　ホール

費用　お弁当１食 300円（施設利用は無料）

申込方法　市公式LINE で事前申請・電子決済をお願いします。

問合せ　こども家庭センター ☎22-5155

　乳幼児健診は母子保健法に基づき実施しています。全員が対象になりますので、対象月にお越しく
ださい。受付時間は対象の誕生日によって異なるため、乳幼児健診のホームページまたは市公式 LINE
で詳細を確認してください。
　持ち物は、母子手帳・問診票・替えのオムツです。４カ月・９カ月はバスタオル、３歳は排尿済み尿
容器も一緒に持参してください。
　問診票を紛失した場合は、窓口に取りに来るか、健診当日記入をお願いします。

乳幼児健診

乳幼児健診の
ホームページ

市公式Ｘ 市公式ＬＩＮＥ

場所　子育て支援センター 問合せ　こども家庭センター　☎内線 644・862

産前産後ケアルーム　　つどいの広場にじいろ利用者　　ファミサポ会員　　健診など　　どなたでも
※リズムであそぼの問合せ：090-1805-2072　※　  のマークがある日は手形アートができます

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29

下吉田7-29-19　☎22-5155　　22-7666
開館時間　午前8時30分～午後７時

FAX

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

交流開放日・ねぞうアート
リトミックあそび

ぽかぽか測定
手形アート

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後1～6カ月

キャリアアップ講習会
「おやつ作り」
ママのためのピラティス
2歳児歯とこころの相談

9カ月児歯と離乳食の相談離乳食教室
子育て中の就労相談

すくすくママ整体
なかよしクレヨン
1歳6カ月児健診

にじいろAMお休み

ドレスアップデー
※要予約

お祝いしましょ
※対象の方は要予約

６歳までデー
※未就学児の親子対象

にじいろPMお休み
4カ月児健診

手形アート ６歳までデー
※未就学児の親子対象

ママフィットwith
ベビーマッサージ
※生後7～12カ月

わらべうた
3歳児健診

手形アート交流開放日・ねぞうアート
手形アート

交流開放日・ねぞうアート
手形アート

交流開放日・ねぞうアート
にじいろPMお休み

1. 室内で思い切り体を動かそう！

申し込みは
こちら

献立表は
こちら

30 31 

卓球やトランポリン、ストラックアウトな
ど、室内で楽しく運動できる設備が充実
しています。ボードゲームやトランプな
どの遊びもいっぱいです。

2. 涼しい居場所で１日過ごすことが
　 できる（フリーWi-Fi 完備）
開放時間は午前８時３０分～午後６時
（小学生は午後５時まで）。読書をした
り、Wi-Fiを使って調べ物をしたり、自
由に過ごすことができます。

3. お弁当の提供（持参もできます！）
１食300円で栄養満点のお弁当を提供
します（1日30食限定）。お弁当持参も大
丈夫です。

5. 専門スタッフの見守りで安心
こども家庭センターの職員が常駐して
います。子どもたちの変化に気を配り、
困りごとの相談にも乗ります。
※託児などのサービスはありません

4. 高校生が宿題をサポート
高校生ボランティアが、夏休みの宿題
の見守りや交流の相手をします。

ポ   イ    ン   ト

　本市では、登校がなく給食もお休みになる夏休みの期間、子どもたちが涼しく安心して過ごすこ
とができる居場所として 「こどもの居場所クール食堂」 を開設しています。
　冷房完備の「こどもクーリングシェルター」で、朝から夕方まで１日中自由に過ごすことができま
す。お弁当の注文はもちろん、持参もできます！フリーWi-Fi も完備しています。ぜひ遊びに来てく
ださい！
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成
年
後
見
制
度
の
相
談
は

市
の
中
核
機
関
へ

　
令
和
６
年
度
よ
り
、成
年
後
見
制
度
利

用
支
援
促
進
に
関
す
る
中
核
機
関
を
健
康

長
寿
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
中
核
機
関

で
は
、認
知
症・脳
血
管
疾
患・障
害
な
ど

に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
権

利
が
尊
重
さ
れ
、安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
相
談

や
利
用
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
親
族

の
後
見
人
を
引
き
受
け
て
い
る
方
も
相
談

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
準
備
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、

来
庁
前
に
事
前
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間

　月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

費
用
　
無
料

成
年
後
見
制
度
と
は
　
判
断
能
力
が
低
下

し
て
い
る
た
め
に
、預
貯
金
や
財
産
の

管
理
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
行

為
が
難
し
く
な
っ
た
と
き
に
、援
助
者

（
後
見
人
な
ど
）が
、本
人
に
代
わ
っ
て

貯
金
や
不
動
産
な
ど
の
財
産
を
管
理
し

た
り
、本
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
を
行
い
、本
人
の
不
利
益
に
な
ら
な

い
よ
う
に
保
護・
支
援
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
8

　
食
中
毒
と
は
、原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
な
ど
が
食
べ
物
に
付
着
し
、体
内
に

侵
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、下
痢
や
腹
痛
、

嘔お
う
と吐
な
ど
の
症
状
を
き
た
す
病
気
で
、時
に

は
命
に
か
か
わ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
夏
場
は
細
菌
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
が
多
い
た
め
、安
心
し
て
食
事
を
と
る
た

め
に
正
し
い
予
防
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

食
中
毒
予
防
の
3
原
則

　
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
を
予
防
す
る
に

は
、細
菌
を「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」

「
や
っ
つ
け
る
」こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

❶
細
菌
を
食
べ
も
の
に
つ
け
な
い
＝
洗
う

「
富
士
吉
田
市
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動

計
画
」を
改
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
経
て
見
直
さ
れ
た
、国
お
よ
び
県
の

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
」を
踏
ま
え
、「
富
士
吉
田
市
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」を
令
和

８
年
６
月
に
改
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
に
は
、主
に
市
が
果
た
す
べ
き
役

割
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、市
民
の
皆

さ
ん
の
役
割
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
日
頃
か
ら
❶
～
❹
に
つ

い
て
意
識
し
、感
染
症
の
流
行
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

❶
健
康
管
理
、換
気・手
洗
い
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
を
実
践
す
る
こ
と

❷
マ
ス
ク
や
食
料
品
の
備
蓄
を
行
う
こ
と

❸
感
染
症
を
原
因
と
し
た
、偏
見・差
別
の

防
止
に
努
め
る
こ
と

❹
感
染
症
の
発
生
や
予
防
に
関
す
る
知
識

の
収
集
に
努
め
る
こ
と

　
計
画
書
お
よ
び
計
画
書
概
要
版
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
7
1

❷
食
べ
物
に
付
着
し
た
細
菌
を
増
や
さ
な

い
＝
低
温
で
保
存
す
る

❸
食
べ
物
や
調
理
器
具
に
付
着
し
た
細
菌

を
や
っ
つ
け
る
＝
加
熱
処
理

食
中
毒
を
防
ぐ
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

❶
食
品
の
購
入

●
消
費
期
限
を
確
認
す
る

●
生
鮮
食
品
や
冷
凍
食
品
は
最
後
に
買
う

●
寄
り
道
を
し
な
い
で
、す
ぐ
帰
る

❷
家
庭
で
の
保
存

●
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、帰
宅

後
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
る

●
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、冷
凍
庫
は

-15
℃

以
下
に
保
つ

●
冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
の
詰
め
過
ぎ
に
注
意

す
る

❸
下
準
備

●
野
菜
な
ど
の
食
材
を
流
水
で
き
れ
い
に

洗
う

●
生
肉
や
魚
、卵
を
触
っ
た
ら
石
け
ん
で

手
を
洗
う

●
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
、冷
蔵
庫
や
電
子

レ
ン
ジ
を
利
用
す
る（
自
然
解
凍
は
避

け
る
）

●
使
用
後
の
調
理
器
具
は
よ
く
洗
い
、熱

湯
を
か
け
て
殺
菌
す
る

❹
調
理

●
調
理
の
前
に
石
け
ん
で
手
を
洗
う

●
肉
や
魚
は
、十
分
に
加
熱
す
る

❺
食
事

●
清
潔
な
食
器
に
盛
り
付
け
る

●
作
っ
た
料
理
は
長
時
間
室
温
で
放
置
し

な
い

❻
残
っ
た
食
品

●
清
潔
な
容
器
に
保
存
す
る

●
温
め
な
お
す
時
も
十
分
に
加
熱
す
る

●
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
も
の
や
ち
ょ
っ
と

で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、食
べ
ず
に

破
棄
す
る

■
問
合
せ 

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
9
4

 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

日
時

　８
月
25
日（
火
）

　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

場
所

　ウ
エ
ル
シ
ア
上
吉
田
店
内

　
　
　
ウ
エ
ル
カ
フ
ェ

内
容

　骨
粗
し
ょ
う
症
測
定
、

　
　
　
貧
血
測
定
　
な
ど

※
参
加
者
に
は
、転
倒
予
防
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
3
6

 

食
中
毒
に
注
意
！

詳細はこちら

 

富
士
の
裾
野
を
歩
こ
う

　

富
士
吉
田
医
師
会 

顧
問
　
刑
部
光
太
郎

　
老
年
期
を
迎
え
て
も
元
気
な
方
は
、畑

仕
事
や
ゴ
ル
フ
な
ど
体
を
動
か
し
て
い

る
方
が
多
い
と
実
感
し
ま
す
。
人
類
は

太
古
の
昔
か
ら
歩
い
て
生
き
て
き
ま
し

た
が
、現
代
は
交
通
機
関
の
普
及
で
歩
く

機
会
が
激
減
し
、生
活
習
慣
病
や
運
動
機

能
の
低
下
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
病
床
に
寝
た
き
り
に
な
る
と
、筋
力
は

1
日
に
1
～
3
%
、1
週
間
で
10
～
15
%

失
わ
れ
、3
～
5
週
間
で
お
よ
そ
半
分
に

ま
で
低
下
し
ま
す
。
高
齢
者
は
、
低
下

速
度
が
若
い
方
を
上
回
り
ま
す
。
特
に

大だ
い
た
い
し
と
う
き
ん

腿
四
頭
筋
や
腓ひ
ふ
く
き
ん
腹
筋
な
ど
、歩
行
と
姿

勢
を
支
え
る
抗
こ
う
じ
ゅ
う
り
ょ
く
き
ん

重
力
筋
か
ら
先
に
衰
え

て
い
き
ま
す
。

　
逆
に
い
え
ば「
歩
く
」こ
と
は
健
康
寿

命
を
延
ば
す
最
も
身
近
な
手
段
で
す
。

有
酸
素
運
動
で
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
、
血

圧・血
糖・血
中
脂
質
を
改
善
し
ま
す
。
骨

へ
の
荷か
じ
ゅ
う重
刺
激
は
骨こ
つ
そ粗
し
ょ
う
症し
ょ
うを
予

防
し
、脳
へ
の
血
流
増
加
は
認
知
症
リ
ス

ク
の
低
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン(

※

1)

の
分
泌
を
促

し
、気
分
の
落
ち
込
み
や
不
安
感
の
軽
減

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
研
究
に
よ
れ
ば
、
1
日
5
0
0
0
歩

で
認
知
症・心
疾
患・脳
卒
中
、
7
0
0
0

歩
で
が
ん・動
脈
硬
化・骨
粗
し
ょ
う
症
、

8
0
0
0
歩
で
高
血
圧・
糖
尿
病・
脂
質

異
常
症・メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、循
環
器
疾
患
や
下か
し肢

に
障
害
の
あ

る
方
は
主
治
医
に
相
談
し
、ご
自
身
に
合

う
運
動
量
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
無

理
は
禁
物
で
す
。
ま
た
、近
年
は
猛
暑
や

寒
暖
差
が
大
き
い
た
め
、早
朝
や
夕
方
な

ど
歩
き
や
す
い
時
間
帯
を
選
ぶ
工
夫
も

大
切
で
す
。

　
大
切
な
の
は
継
続
で
す
。
ま
ず
は「
昨

日
よ
り
10
歩
多
く
」を
目
標
に
し
、体
力

を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
体
調
の
悪

い
日
は
休
み
、家
族
と
一
緒
に
富
士
山
を

眺
め
な
が
ら
歩
け
ば
、心
の
滋じ
よ
う養
に
も
な

り
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
、最
良
の
健
康
投

資
で
す
。

※
1
…「
幸
せ

ホ
ル
モ
ン
」と

呼
ば
れ
る
も
の

の
一
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

C
O
L
U
M
N

計画の詳細は
こちら

18



成
年
後
見
制
度
の
相
談
は

市
の
中
核
機
関
へ

　
令
和
６
年
度
よ
り
、成
年
後
見
制
度
利

用
支
援
促
進
に
関
す
る
中
核
機
関
を
健
康

長
寿
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
中
核
機
関

で
は
、認
知
症・脳
血
管
疾
患・障
害
な
ど

に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
権

利
が
尊
重
さ
れ
、安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
相
談

や
利
用
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
親
族

の
後
見
人
を
引
き
受
け
て
い
る
方
も
相
談

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
準
備
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、

来
庁
前
に
事
前
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間

　月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

費
用
　
無
料

成
年
後
見
制
度
と
は
　
判
断
能
力
が
低
下

し
て
い
る
た
め
に
、預
貯
金
や
財
産
の

管
理
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
行

為
が
難
し
く
な
っ
た
と
き
に
、援
助
者

（
後
見
人
な
ど
）が
、本
人
に
代
わ
っ
て

貯
金
や
不
動
産
な
ど
の
財
産
を
管
理
し

た
り
、本
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
を
行
い
、本
人
の
不
利
益
に
な
ら
な

い
よ
う
に
保
護・
支
援
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
4
8

　
食
中
毒
と
は
、原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
な
ど
が
食
べ
物
に
付
着
し
、体
内
に

侵
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、下
痢
や
腹
痛
、

嘔お
う
と吐

な
ど
の
症
状
を
き
た
す
病
気
で
、時
に

は
命
に
か
か
わ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
夏
場
は
細
菌
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
が
多
い
た
め
、安
心
し
て
食
事
を
と
る
た

め
に
正
し
い
予
防
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

食
中
毒
予
防
の
3
原
則

　
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
を
予
防
す
る
に

は
、細
菌
を「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」

「
や
っ
つ
け
る
」こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

❶
細
菌
を
食
べ
も
の
に
つ
け
な
い
＝
洗
う

「
富
士
吉
田
市
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動

計
画
」を
改
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
経
て
見
直
さ
れ
た
、国
お
よ
び
県
の

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
」を
踏
ま
え
、「
富
士
吉
田
市
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」を
令
和

８
年
６
月
に
改
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
に
は
、主
に
市
が
果
た
す
べ
き
役

割
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、市
民
の
皆

さ
ん
の
役
割
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
日
頃
か
ら
❶
～
❹
に
つ

い
て
意
識
し
、感
染
症
の
流
行
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

❶
健
康
管
理
、換
気・手
洗
い
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
対
策
を
実
践
す
る
こ
と

❷
マ
ス
ク
や
食
料
品
の
備
蓄
を
行
う
こ
と

❸
感
染
症
を
原
因
と
し
た
、偏
見・差
別
の

防
止
に
努
め
る
こ
と

❹
感
染
症
の
発
生
や
予
防
に
関
す
る
知
識

の
収
集
に
努
め
る
こ
と

　
計
画
書
お
よ
び
計
画
書
概
要
版
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
7
1

❷
食
べ
物
に
付
着
し
た
細
菌
を
増
や
さ
な

い
＝
低
温
で
保
存
す
る

❸
食
べ
物
や
調
理
器
具
に
付
着
し
た
細
菌

を
や
っ
つ
け
る
＝
加
熱
処
理

食
中
毒
を
防
ぐ
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

❶
食
品
の
購
入

●
消
費
期
限
を
確
認
す
る

●
生
鮮
食
品
や
冷
凍
食
品
は
最
後
に
買
う

●
寄
り
道
を
し
な
い
で
、す
ぐ
帰
る

❷
家
庭
で
の
保
存

●
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、帰
宅

後
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
る

●
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、冷
凍
庫
は

-15
℃

以
下
に
保
つ

●
冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
の
詰
め
過
ぎ
に
注
意

す
る

❸
下
準
備

●
野
菜
な
ど
の
食
材
を
流
水
で
き
れ
い
に

洗
う

●
生
肉
や
魚
、卵
を
触
っ
た
ら
石
け
ん
で

手
を
洗
う

●
冷
凍
食
品
の
解
凍
は
、冷
蔵
庫
や
電
子

レ
ン
ジ
を
利
用
す
る（
自
然
解
凍
は
避

け
る
）

●
使
用
後
の
調
理
器
具
は
よ
く
洗
い
、熱

湯
を
か
け
て
殺
菌
す
る

❹
調
理

●
調
理
の
前
に
石
け
ん
で
手
を
洗
う

●
肉
や
魚
は
、十
分
に
加
熱
す
る

❺
食
事

●
清
潔
な
食
器
に
盛
り
付
け
る

●
作
っ
た
料
理
は
長
時
間
室
温
で
放
置
し

な
い

❻
残
っ
た
食
品

●
清
潔
な
容
器
に
保
存
す
る

●
温
め
な
お
す
時
も
十
分
に
加
熱
す
る

●
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
も
の
や
ち
ょ
っ
と

で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、食
べ
ず
に

破
棄
す
る

■
問
合
せ 

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
9
4

 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

日
時
　８
月
25
日（
火
）

　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

場
所
　ウ
エ
ル
シ
ア
上
吉
田
店
内

　
　
　
ウ
エ
ル
カ
フ
ェ

内
容
　骨
粗
し
ょ
う
症
測
定
、

　
　
　
貧
血
測
定
　
な
ど

※
参
加
者
に
は
、転
倒
予
防
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
4
3
6

 

食
中
毒
に
注
意
！

詳細はこちら

 

富
士
の
裾
野
を
歩
こ
う

　

富
士
吉
田
医
師
会 

顧
問
　
刑
部
光
太
郎

　
老
年
期
を
迎
え
て
も
元
気
な
方
は
、畑

仕
事
や
ゴ
ル
フ
な
ど
体
を
動
か
し
て
い

る
方
が
多
い
と
実
感
し
ま
す
。
人
類
は

太
古
の
昔
か
ら
歩
い
て
生
き
て
き
ま
し

た
が
、現
代
は
交
通
機
関
の
普
及
で
歩
く

機
会
が
激
減
し
、生
活
習
慣
病
や
運
動
機

能
の
低
下
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
病
床
に
寝
た
き
り
に
な
る
と
、筋
力
は

1
日
に
1
～
3
%
、1
週
間
で
10
～
15
%

失
わ
れ
、3
～
5
週
間
で
お
よ
そ
半
分
に

ま
で
低
下
し
ま
す
。
高
齢
者
は
、
低
下

速
度
が
若
い
方
を
上
回
り
ま
す
。
特
に

大だ
い
た
い
し
と
う
き
ん

腿
四
頭
筋
や
腓ひ
ふ
く
き
ん

腹
筋
な
ど
、歩
行
と
姿

勢
を
支
え
る
抗
こ
う
じ
ゅ
う
り
ょ
く
き
ん

重
力
筋
か
ら
先
に
衰
え

て
い
き
ま
す
。

　
逆
に
い
え
ば「
歩
く
」こ
と
は
健
康
寿

命
を
延
ば
す
最
も
身
近
な
手
段
で
す
。

有
酸
素
運
動
で
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
、
血

圧・血
糖・血
中
脂
質
を
改
善
し
ま
す
。
骨

へ
の
荷か
じ
ゅ
う重

刺
激
は
骨こ
つ
そ粗

し
ょ
う
症し
ょ
うを

予

防
し
、脳
へ
の
血
流
増
加
は
認
知
症
リ
ス

ク
の
低
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン(

※

1)

の
分
泌
を
促

し
、気
分
の
落
ち
込
み
や
不
安
感
の
軽
減

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
研
究
に
よ
れ
ば
、
1
日
5
0
0
0
歩

で
認
知
症・心
疾
患・脳
卒
中
、
7
0
0
0

歩
で
が
ん・動
脈
硬
化・骨
粗
し
ょ
う
症
、

8
0
0
0
歩
で
高
血
圧・
糖
尿
病・
脂
質

異
常
症・メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、循
環
器
疾
患
や
下か
し肢
に
障
害
の
あ

る
方
は
主
治
医
に
相
談
し
、ご
自
身
に
合

う
運
動
量
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
無

理
は
禁
物
で
す
。
ま
た
、近
年
は
猛
暑
や

寒
暖
差
が
大
き
い
た
め
、早
朝
や
夕
方
な

ど
歩
き
や
す
い
時
間
帯
を
選
ぶ
工
夫
も

大
切
で
す
。

　
大
切
な
の
は
継
続
で
す
。
ま
ず
は「
昨

日
よ
り
10
歩
多
く
」を
目
標
に
し
、体
力

を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
体
調
の
悪

い
日
は
休
み
、家
族
と
一
緒
に
富
士
山
を

眺
め
な
が
ら
歩
け
ば
、心
の
滋じ
よ
う養

に
も
な

り
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
、最
良
の
健
康
投

資
で
す
。

※
1
…「
幸
せ

ホ
ル
モ
ン
」と

呼
ば
れ
る
も
の

の
一
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

C
O
L
U
M
N

計画の詳細は
こちら
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ふ
じ
さ
ん
サ
ロ
ン
は「
本
音
が
言

え
る
場
が
ほ
し
い
」、「
治
療
で
の
悩

み
を
共
有
し
た
い
」、「
家
族
と
し
て

の
悩
み
を
聴
い
て
ほ
し
い
」な
ど
、が

ん
に
つ
い
て
の
幅
広
い
悩
み
や
不
安

を
が
ん
体
験
者
や
そ
の
家
族
と
共
有

し
た
り
、情
報
交
換
し
た
り
で
き
る

場
で
す
。

　
こ
の
サ
ロ
ン
は
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

（
※
1
）研
修
を
修
了
し
た
が
ん
体
験

者
が
中
心
と
な
り
、が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。予
約
は
不
要
で
す
。な
お
、

参
加
さ
れ
た
方
の
話
や
情
報
は
、秘

密
厳
守
を
約
束
し
ま
す
。

※
1
…
自
ら
の
体
験
に
基
づ
い
て
同

じ
悩
み
を
持
つ
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
。

対
象
　
治
療
し
て
い
る
病
院
は
問
わ

ず
、
が
ん
治
療
中
の
方
と
そ
の
ご

家
族

時
間
　
午
後
1
時
～
3
時

場
所
　
市
立
病
院
北
別
館
１
階
会
議

室（
産
婦
人
科
外
来
奥
）

※
こ
れ
以
降
の
予
定
や
詳
細
は
、市

立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い

■
問
合
せ

　
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー・
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
22
）4
1
1
1（
内
線
2
7
1
5
）

て
い
ま
す
。

★
本
市
の
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査（
対
象：40

歳
以
上
の
女
性
）の
受
診
者
数
は
横
ば

い
で
す
が
、昨
年
度
、精
密
検
査
が
必
要

と
な
っ
た
方
は
1
7.

5
％
で
、40
歳
代

の
方
も
い
ま
し
た
。
検
診
は
、病
気
の

早
期
発
見
と
と
も
に
今
後
の
生
活
習
慣

の
見
直
し
の
必
要
性
に
気
づ
く
き
っ
か

け
に
な
り
ま
す
。

　
毎
日
、仕
事
や
家
事
、誰
か
の
た
め
に
一

生
懸
命
で
、自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
周
り
の
方
と
声
を
か
け

あ
い
、ぜ
ひ
検
診
の
受
診
を
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
検
診
の
受
け
方
や
費
用
は
、

広
報
5
月
号
に
同
封
し
た「
令
和
8
年
度

ふ
じ
よ
し
だ
健
診
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
7
0

■
女
性
の
健
康
づ
く
り

　
本
市
は
、令
和
３
年
10
月
10
日
に
転
倒

予
防
都
市
を
宣
言
し
て
か
ら
、も
う
す
ぐ

５
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
生

１
０
０
年
時
代
を
、転
ぶ
こ
と
な
く
、心
身

と
も
に
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、体
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
る
時
間
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

国
の
健
康
づ
く
り
計
画『
健
康
日
本
21（
第

三
次
）』で「
女
性
の
健
康
」が
盛
り
込
ま
れ

た
背
景
な
ど
、大
切
な
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。

■
今
、「
女
性
の
健
康
」が
注
目
さ
れ
る
理
由

　
女
性
は
、一
生
を
通
じ
て
女
性
ホ
ル
モ

ン（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）が
大
き
く
変
化
す
る

た
め
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
異
な
る

健
康
課
題
を
抱
え
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

若
い
世
代

　
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
急
激
に
増
え
、月
経

や「
や
せ
」に
よ
る
体
調
不
良
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
20
～
30
代
の
や
せ

は
、将
来
の
糖
尿
病
や
骨
粗
し
ょ
う
症
な

ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

働
く
世
代・子
育
て
世
代

　
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
は
比
較
的
安
定
し
ま

す
が
、子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
な
ど
、女
性

特
有
の
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で

す
。

更
年
期
以
降

　
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
大
き
く
減
少
し
、骨

粗
し
ょ
う
症
や
糖
尿
病
、脳
卒
中
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

■
だ
か
ら
こ
そ
、今
、受
け
て
ほ
し
い
検
診

❶
が
ん
検
診（
乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん
）

●
乳
が
ん
は
30
代
か
ら
増
え
、40
代
か
ら

ぐ
ん
と
高
ま
り
ま
す
。
全
国
で
年
間

1
万
5
千
人
以
上
の
方
が
乳
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、早
期
発
見
で

90
％
以
上
が
完
治
し
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
は
、20
代
か
ら
増
え
始
め
、

30
～
40
代
の
子
育
て
世
代
に
多
い
た
め

「
マ
ザ
ー
キ
ラ
ー
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）

の
持
続
感
染
が
主
な
原
因
で
す
が
、性

交
渉
の
あ
る
女
性
の
約
8
割
に
感
染
経

験
が
あ
り
、そ
の
ご
く
一
部
で
発
症
し

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
7
～

9
割
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、確
実
で
は
な
い

た
め「
が
ん
検
診
」が
大
切
で
す
。

●
現
在
の
全
国
の
受
診
率
は
、
乳
が
ん

4
7.

4
％
、
子
宮
頸
が
ん
4
3.

6
％

（
令
和
4
年
度
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
）

で
す
が
、国
は
受
診
率
60
％
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

★
本
市
も
乳
が
ん
検
診（
対
象：30
歳
以
上

の
女
性
）、子
宮
頸
が
ん
検
診（
対
象：前

年
度
未
受
診
の
21
歳
以
上
の
女
性
）を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、受
診
者
は
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
対
象
年
齢
を
迎
え
る
方

は
今
年
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

❷
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査

●
閉
経
後
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
低
下
に
よ

り
、骨
量
は
急
激
に
減
少
し
ま
す
。

●
現
在
の
全
国
の
受
診
率
は
、
わ
ず
か

5.

3
％（
令
和
3
年
度
日
本
骨
粗
鬆
症

財
団
の
発
表
）で
す
。
国
は
将
来
の
骨

折
や
寝
た
き
り
を
防
ぐ
た
め
、受
診
率

を
15
％
ま
で
引
き
上
げ
る
目
標
を
立
て

 

転
倒
予
防
都
市
５
周
年
！

　
～
転
ば
ぬ
先
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
～

転
倒
予
防
情
報市立病院だより

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た「
ふ
じ
さ
ん
サ
ロ
ン
」

運動

C
O
L
U
M
N

エネルギー 430ｋcal（1 食あたり）
塩分 1.9ｇ 
調理時間 20 分夏野菜の彩りソーメン　

Point

作り方

今月は黄色のおさら（主食）です。つよい力をつくるおさらです。

アスパラガスに豚肉を巻いてサラダ油で焼き、アスパラガスの肉巻きを作る。
卵と調味料をよく混ぜて薄く焼き、千切りにして錦糸卵を作る。
おくら、スナップエンドウ、とうもろこしは蒸し器で蒸し（茹で・レンジも可）、食べ
やすい大きさに切る
とりささみは酒をふり、野菜と同様に蒸し器で蒸したあと薄切りにする。
ミニトマトはヘタをとってよく洗う。
そうめんは表示通りに茹でて水でしめる。
つけ汁の調味料を混ぜ合わせてひと煮立ちさせ、冷やす。
そうめんを小分け盛りにして大皿に敷き詰め、その上に①～⑤を盛り付けて出来
上がり。

使用する具材やつけ汁はお好みのものを使うと、各家庭の
味に仕上がります！

1
2
3

4
5
6
7
8

【材料　4人分】

紹介者：食生活改善推進員　　渡邊とみ子（下宿）

【盛り付け用野菜】
おくら -------------------------４本
スナップエンドウ -------------- 適量
とうもろこし -------------------１本
ミニトマト --------------------- ４個

薬味 -----------------お好みのもの

【つけ汁】
だし汁 -------------------- 4 カップ
しょうゆ ------------------- 大さじ２
酒 ------------------------ 大さじ２

【アスパラガスの肉巻き】
そうめん  --------------------200g

アスパラガス ---------８本（１人２本）
豚肉（しゃぶしゃぶ用薄切り）  -- 50g
サラダ油  ---------------------適量

【とりささみ】
とりささみ--------------------- ４本
酒 ----------------------------少々

【錦糸卵】
卵 ----------------------------３個
砂糖 ----------------------大さじ１
塩 --------------------------- 少々
牛乳 ----------------------大さじ１
サラダ油  ---------------------適量

旬
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
！
彩

り
も
華
や
か
で
さ
っ
ぱ
り
し

て
い
て
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

取材人の感想

C
O
L
U
M
N

市立病院
ホームページ

日にち 内容

10月20日（火） ふじさんサロン

11月17日（火）
ふじさんサロン
がん治療前と治療中の口腔ケアのポ
イント

12月15日（火）
ふじさんサロン
リハビリテーション科ワンポイント
アドバイス～リンパ浮腫について～

1月19日（火） ふじさんサロン

健診については
こちら

定期便
vol.57
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ふ
じ
さ
ん
サ
ロ
ン
は「
本
音
が
言

え
る
場
が
ほ
し
い
」、「
治
療
で
の
悩

み
を
共
有
し
た
い
」、「
家
族
と
し
て

の
悩
み
を
聴
い
て
ほ
し
い
」な
ど
、が

ん
に
つ
い
て
の
幅
広
い
悩
み
や
不
安

を
が
ん
体
験
者
や
そ
の
家
族
と
共
有

し
た
り
、情
報
交
換
し
た
り
で
き
る

場
で
す
。

　
こ
の
サ
ロ
ン
は
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

（
※
1
）研
修
を
修
了
し
た
が
ん
体
験

者
が
中
心
と
な
り
、が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。予
約
は
不
要
で
す
。な
お
、

参
加
さ
れ
た
方
の
話
や
情
報
は
、秘

密
厳
守
を
約
束
し
ま
す
。

※
1
…
自
ら
の
体
験
に
基
づ
い
て
同

じ
悩
み
を
持
つ
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
。

対
象
　
治
療
し
て
い
る
病
院
は
問
わ

ず
、
が
ん
治
療
中
の
方
と
そ
の
ご

家
族

時
間
　
午
後
1
時
～
3
時

場
所
　
市
立
病
院
北
別
館
１
階
会
議

室（
産
婦
人
科
外
来
奥
）

※
こ
れ
以
降
の
予
定
や
詳
細
は
、市

立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い

■
問
合
せ

　
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー・
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
22
）4
1
1
1（
内
線
2
7
1
5
）

て
い
ま
す
。

★
本
市
の
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査（
対
象：40

歳
以
上
の
女
性
）の
受
診
者
数
は
横
ば

い
で
す
が
、昨
年
度
、精
密
検
査
が
必
要

と
な
っ
た
方
は
1
7.

5
％
で
、40
歳
代

の
方
も
い
ま
し
た
。
検
診
は
、病
気
の

早
期
発
見
と
と
も
に
今
後
の
生
活
習
慣

の
見
直
し
の
必
要
性
に
気
づ
く
き
っ
か

け
に
な
り
ま
す
。

　
毎
日
、仕
事
や
家
事
、誰
か
の
た
め
に
一

生
懸
命
で
、自
分
の
こ
と
は
後
回
し
に
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
周
り
の
方
と
声
を
か
け

あ
い
、ぜ
ひ
検
診
の
受
診
を
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
検
診
の
受
け
方
や
費
用
は
、

広
報
5
月
号
に
同
封
し
た「
令
和
8
年
度

ふ
じ
よ
し
だ
健
診
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　
健
康
長
寿
課
　
☎
内
線
7
7
0

■
女
性
の
健
康
づ
く
り

　
本
市
は
、令
和
３
年
10
月
10
日
に
転
倒

予
防
都
市
を
宣
言
し
て
か
ら
、も
う
す
ぐ

５
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
生

１
０
０
年
時
代
を
、転
ぶ
こ
と
な
く
、心
身

と
も
に
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、体
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
る
時
間
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

国
の
健
康
づ
く
り
計
画『
健
康
日
本
21（
第

三
次
）』で「
女
性
の
健
康
」が
盛
り
込
ま
れ

た
背
景
な
ど
、大
切
な
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。

■
今
、「
女
性
の
健
康
」が
注
目
さ
れ
る
理
由

　
女
性
は
、一
生
を
通
じ
て
女
性
ホ
ル
モ

ン（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）が
大
き
く
変
化
す
る

た
め
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
異
な
る

健
康
課
題
を
抱
え
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

若
い
世
代

　
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
急
激
に
増
え
、月
経

や「
や
せ
」に
よ
る
体
調
不
良
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
20
～
30
代
の
や
せ

は
、将
来
の
糖
尿
病
や
骨
粗
し
ょ
う
症
な

ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

働
く
世
代・子
育
て
世
代

　
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
は
比
較
的
安
定
し
ま

す
が
、子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
な
ど
、女
性

特
有
の
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で

す
。

更
年
期
以
降

　
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
大
き
く
減
少
し
、骨

粗
し
ょ
う
症
や
糖
尿
病
、脳
卒
中
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

■
だ
か
ら
こ
そ
、今
、受
け
て
ほ
し
い
検
診

❶
が
ん
検
診（
乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん
）

●
乳
が
ん
は
30
代
か
ら
増
え
、40
代
か
ら

ぐ
ん
と
高
ま
り
ま
す
。
全
国
で
年
間

1
万
5
千
人
以
上
の
方
が
乳
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、早
期
発
見
で

90
％
以
上
が
完
治
し
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
は
、20
代
か
ら
増
え
始
め
、

30
～
40
代
の
子
育
て
世
代
に
多
い
た
め

「
マ
ザ
ー
キ
ラ
ー
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）

の
持
続
感
染
が
主
な
原
因
で
す
が
、性

交
渉
の
あ
る
女
性
の
約
8
割
に
感
染
経

験
が
あ
り
、そ
の
ご
く
一
部
で
発
症
し

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
7
～

9
割
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、確
実
で
は
な
い

た
め「
が
ん
検
診
」が
大
切
で
す
。

●
現
在
の
全
国
の
受
診
率
は
、
乳
が
ん

4
7.

4
％
、
子
宮
頸
が
ん
4
3.

6
％

（
令
和
4
年
度
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
）

で
す
が
、国
は
受
診
率
60
％
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

★
本
市
も
乳
が
ん
検
診（
対
象：30
歳
以
上

の
女
性
）、子
宮
頸
が
ん
検
診（
対
象：前

年
度
未
受
診
の
21
歳
以
上
の
女
性
）を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、受
診
者
は
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
対
象
年
齢
を
迎
え
る
方

は
今
年
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

❷
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査

●
閉
経
後
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
低
下
に
よ

り
、骨
量
は
急
激
に
減
少
し
ま
す
。

●
現
在
の
全
国
の
受
診
率
は
、
わ
ず
か

5.

3
％（
令
和
3
年
度
日
本
骨
粗
鬆
症

財
団
の
発
表
）で
す
。
国
は
将
来
の
骨

折
や
寝
た
き
り
を
防
ぐ
た
め
、受
診
率

を
15
％
ま
で
引
き
上
げ
る
目
標
を
立
て
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Point

作り方

今月は黄色のおさら（主食）です。つよい力をつくるおさらです。

アスパラガスに豚肉を巻いてサラダ油で焼き、アスパラガスの肉巻きを作る。
卵と調味料をよく混ぜて薄く焼き、千切りにして錦糸卵を作る。
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やすい大きさに切る
とりささみは酒をふり、野菜と同様に蒸し器で蒸したあと薄切りにする。
ミニトマトはヘタをとってよく洗う。
そうめんは表示通りに茹でて水でしめる。
つけ汁の調味料を混ぜ合わせてひと煮立ちさせ、冷やす。
そうめんを小分け盛りにして大皿に敷き詰め、その上に①～⑤を盛り付けて出来
上がり。

使用する具材やつけ汁はお好みのものを使うと、各家庭の
味に仕上がります！
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3

4
5
6
7
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【材料　4人分】

紹介者：食生活改善推進員　　渡邊とみ子（下宿）

【盛り付け用野菜】
おくら -------------------------４本
スナップエンドウ -------------- 適量
とうもろこし -------------------１本
ミニトマト --------------------- ４個

薬味 -----------------お好みのもの

【つけ汁】
だし汁 -------------------- 4 カップ
しょうゆ ------------------- 大さじ２
酒 ------------------------ 大さじ２

【アスパラガスの肉巻き】
そうめん  --------------------200g

アスパラガス ---------８本（１人２本）
豚肉（しゃぶしゃぶ用薄切り）  -- 50g
サラダ油  ---------------------適量

【とりささみ】
とりささみ--------------------- ４本
酒 ----------------------------少々

【錦糸卵】
卵 ----------------------------３個
砂糖 ----------------------大さじ１
塩 --------------------------- 少々
牛乳 ----------------------大さじ１
サラダ油  ---------------------適量

旬
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
！
彩

り
も
華
や
か
で
さ
っ
ぱ
り
し

て
い
て
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

取材人の感想
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市立病院
ホームページ

日にち 内容

10月20日（火） ふじさんサロン

11月17日（火）
ふじさんサロン
がん治療前と治療中の口腔ケアのポ
イント

12月15日（火）
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　6月4日（木）、富士吉田市国際親善委員会はゲイリー・ニコルソン氏が率い
るコロラド・スプリングス・ユース・シンフォニーを迎え、「シスターシティーズ
コンサート」を開催しました。地元の人々に加え、演奏者の日本ツアーに同
行してきた家族など海外からのゲストも含め、600人以上が集まりました。
このコンサートは、海や時代を越えて人々の心をつなぐ音楽の力を示すも
のとなりました。
　第1部は、吉田高校音楽部による「若者のすべて」や富士山火焔太鼓の
「風樹雷鳴」という力強い演目でとても盛り上がりました。第2部で、コロラド・
スプリングス・ユース・シンフォニーが登壇し、さまざまなジャンルにわたる演奏
で実力を示しました。ニコライ・リムスキー・コルサコフの「ロシアの復活祭序曲」のよ
うな伝統的な作品から、アルトゥーロ・マルケスの「ダンソン第2番」のような現代の名作まで演奏しました。
　このコンサートの一番の見どころは、富士山火焔太鼓とユースシンフォニーの共演曲「太鼓とオーケストラ
のためのファンタジア」でした。昔からつながりのある二つのグループですが、本市での共演は初めてでし
た。ゲイリーさんは、富士山火焔太鼓のリーダーであり、ゲイリーさんに和太鼓の世界を紹介した宮下英司さ
んに、この演奏を捧げました。ゲイリーさんはずっと笑顔で、富士山火焔太鼓の宮下英司さんと、同じく指揮者
である渡辺公男先生といった古くからの友人たちと握手を交わし、渡辺先生のあいさつでコンサートを締め
くくりました。CATV富士五湖様の取材で、ゲイリーさんはこれまでの日本への訪問や、1996年の初訪問から
30年続く本市との関係について、懐かしそうに話してくれました。彼は、国の壁を越えて人々を結びつける音
楽の力を強調し、「音楽を通じて、私たちは一つになる」という理念をはっきり見せてくれました。

文責：バスコ・ジェニファー・石田（国際交流員）

  On Thursday, June 4, the Fujiyoshida International Friendship Association hosted a "Sister Cities Concert" welcoming 
the Colorado Springs Youth Symphony and their conductor, Mr. Gary Nicholson. Drawing over 600 attendees including 
local residents and overseas guests accompanying the symphony, the concert served as a testament to the power of music 
to connect people's hearts across oceans and generations.
  The first part of the program opened with a performance of "Wakamono no Subete" by the Yoshida High School Music 
Club, and a powerful rendition of "Fuju Raimei" by Fujisan Kaen Taiko. For the second part, Colorado Springs Youth 
Symphony took the stage to demonstrate their prowess across a variety of genres, from traditional works like Nicolai 
Rimsky-Korsakov’s “Russian Easter Overture” to contemporary masterpieces like Arturo Márquez’s "Danzón No. 2.” 
  The highlight of the concert was a joint performance of “Fantasia for Taiko and Orchestra” by Fujisan Kaen Taiko and 
the Youth Symphony.  Although the two groups have long-standing ties, this marked their first joint performance in 
Fujiyoshida. Gary dedicated the performance to the taiko group’s leader, Mr. Eiji Miyashita, who first introduced him to 
the world of taiko. Gary was all smiles as he shook hands with old friends like Mr. Miyashita and fellow choral conductor 
Mr. Kimio Watanabe, who closed the concert with his impressions. In an interview with the local TV station, Gary 
reflected fondly the 30-year relationship the symphony has maintained with Fujiyoshida and Japan since their first visit in 
1996. He emphasized the power of music to transcend barriers and bring people together regardless of difference, truly 
embodying the group’s motto: “Through music, we are one.”

Written by: Jennifer Ishida Basco (CIR)
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、
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額
に
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記
さ
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す
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書
を
揮
毫
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嶋
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５
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嶋
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８
３
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音楽という万国共通言語
上

1798-1854

「現在の金鳥居の扁額」
※4代目再建時に復元したもの

壱

　♪しる・はなす・みとめあう富士吉田市男女共同参画推進委員会♪で始まるラジ
オ放送が始まりました。毎週二回の放送で、この地域の、私たちの日常の課題を取
り上げながら、暮らしやすい富士吉田市を皆さんと一緒に考える番組です。
　第一回の収録では、今期の委員会メンバーに実施したアンケートの結果から見え
てきた地域の課題についてお話ししました。男女共同参画に関わるテーマは多岐に
わたりますが、多くの委員が自治会や防災組織などの地域活動、また政治の分野に
おいてリーダーシップが男性に限定されがちで、女性の意見が反映されにくいこと、
そして人口減少、特に若い世代の女性たちが地域を離れてしまうことを課題と捉えて
いました。このことは全国的に地方自治体共通の課題になっていますが、一度地元
を離れることは、決して否定されることではありませんね。自分の生まれた街の本当
の魅力や価値を捉え直し、戻って来る方も多くいると思います。
　日本人だけでなく、今や世界中が注目する富士山。その麓の街、富士吉田市。やっ
ぱりここで暮らしたい、ここで役に立ちたい、ここが大好きなんだと思える場所にする
ために何ができるのか、一緒に考えていける番組です。これからも楽しみにしていて
ください。

　今月は男女共同参画推進委員 松山美恵さん に担当していただきました。

ラジオで発信！この地域の男女共同参画って！？
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コンサートの
動画はこちら♪

エフエムふじごこの放送日：毎週水曜日　午後６時半
　　　　　　　　　　　　　 〃  土曜日　午後２時半
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　6月4日（木）、富士吉田市国際親善委員会はゲイリー・ニコルソン氏が率い
るコロラド・スプリングス・ユース・シンフォニーを迎え、「シスターシティーズ
コンサート」を開催しました。地元の人々に加え、演奏者の日本ツアーに同
行してきた家族など海外からのゲストも含め、600人以上が集まりました。
このコンサートは、海や時代を越えて人々の心をつなぐ音楽の力を示すも
のとなりました。
　第1部は、吉田高校音楽部による「若者のすべて」や富士山火焔太鼓の
「風樹雷鳴」という力強い演目でとても盛り上がりました。第2部で、コロラド・
スプリングス・ユース・シンフォニーが登壇し、さまざまなジャンルにわたる演奏
で実力を示しました。ニコライ・リムスキー・コルサコフの「ロシアの復活祭序曲」のよ
うな伝統的な作品から、アルトゥーロ・マルケスの「ダンソン第2番」のような現代の名作まで演奏しました。
　このコンサートの一番の見どころは、富士山火焔太鼓とユースシンフォニーの共演曲「太鼓とオーケストラ
のためのファンタジア」でした。昔からつながりのある二つのグループですが、本市での共演は初めてでし
た。ゲイリーさんは、富士山火焔太鼓のリーダーであり、ゲイリーさんに和太鼓の世界を紹介した宮下英司さ
んに、この演奏を捧げました。ゲイリーさんはずっと笑顔で、富士山火焔太鼓の宮下英司さんと、同じく指揮者
である渡辺公男先生といった古くからの友人たちと握手を交わし、渡辺先生のあいさつでコンサートを締め
くくりました。CATV富士五湖様の取材で、ゲイリーさんはこれまでの日本への訪問や、1996年の初訪問から
30年続く本市との関係について、懐かしそうに話してくれました。彼は、国の壁を越えて人々を結びつける音
楽の力を強調し、「音楽を通じて、私たちは一つになる」という理念をはっきり見せてくれました。

文責：バスコ・ジェニファー・石田（国際交流員）

  On Thursday, June 4, the Fujiyoshida International Friendship Association hosted a "Sister Cities Concert" welcoming 
the Colorado Springs Youth Symphony and their conductor, Mr. Gary Nicholson. Drawing over 600 attendees including 
local residents and overseas guests accompanying the symphony, the concert served as a testament to the power of music 
to connect people's hearts across oceans and generations.
  The first part of the program opened with a performance of "Wakamono no Subete" by the Yoshida High School Music 
Club, and a powerful rendition of "Fuju Raimei" by Fujisan Kaen Taiko. For the second part, Colorado Springs Youth 
Symphony took the stage to demonstrate their prowess across a variety of genres, from traditional works like Nicolai 
Rimsky-Korsakov’s “Russian Easter Overture” to contemporary masterpieces like Arturo Márquez’s "Danzón No. 2.” 
  The highlight of the concert was a joint performance of “Fantasia for Taiko and Orchestra” by Fujisan Kaen Taiko and 
the Youth Symphony.  Although the two groups have long-standing ties, this marked their first joint performance in 
Fujiyoshida. Gary dedicated the performance to the taiko group’s leader, Mr. Eiji Miyashita, who first introduced him to 
the world of taiko. Gary was all smiles as he shook hands with old friends like Mr. Miyashita and fellow choral conductor 
Mr. Kimio Watanabe, who closed the concert with his impressions. In an interview with the local TV station, Gary 
reflected fondly the 30-year relationship the symphony has maintained with Fujiyoshida and Japan since their first visit in 
1996. He emphasized the power of music to transcend barriers and bring people together regardless of difference, truly 
embodying the group’s motto: “Through music, we are one.”

Written by: Jennifer Ishida Basco (CIR)
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いました。このことは全国的に地方自治体共通の課題になっていますが、一度地元
を離れることは、決して否定されることではありませんね。自分の生まれた街の本当
の魅力や価値を捉え直し、戻って来る方も多くいると思います。
　日本人だけでなく、今や世界中が注目する富士山。その麓の街、富士吉田市。やっ
ぱりここで暮らしたい、ここで役に立ちたい、ここが大好きなんだと思える場所にする
ために何ができるのか、一緒に考えていける番組です。これからも楽しみにしていて
ください。

　今月は男女共同参画推進委員 松山美恵さん に担当していただきました。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※

９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 

■日 

10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 

無
料

 

■定 

36
名
　※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 

■場 

大
月
市
内

 

■定 

12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 

１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 

■日 

９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※

９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
8月 17日㈪
8月 31日㈪

6個
7個
8個
9個

収集日
8月 28日㈮
9月 11日㈮

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ （28）6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
18日㈫　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ （22）1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
☎ （22）1577（相談専用）

●知的財産相談
18日㈫　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士三原秀子氏）
☎ （24）7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●年金相談
27日㈭　午前9時30分～午後4時
富士吉田商工会議所
(大月年金事務所職員)※事前予約制
☎ 0554-22-3811

●行政相談
19日㈬　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
20日㈭　午後1時～4時
市役所本庁舎3階　小会議室
※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・４金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
20日㈭　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ （24）7111
※相談対象：会員

●法律相談
8月4日㈫・18日㈫
9月1日㈫・15日㈫
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
10日㈪　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎2階東会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
5日㈬ 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

　
夏
休
み
に
入
り
、ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を

し
て
過
ご
す
子
ど
も
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、子
ど
も
が
保
護
者
の
許
可
な
く

課
金
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
多

い
で
す
。子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に

つ
い
て
、予
期
せ
ぬ
高
額
な
課
金
を
防
ぐ
方

法
を
ま
と
め
ま
し
た
。

【
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

★
保
護
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

　
状
態
だ
と
、決
済
の
設
定
を
変
え
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。子
ど
も
が
使
用
す
る
と

　
き
は
、ロ
グ
オ
フ
し
ま
し
ょ
う
。

★
子
ど
も
用
に
契
約
し
た
ス
マ
ホ
で
も
、キ
ャ

　
リ
ア
決
済
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。子

　
ど
も
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
管
理
す
る
ペ
ア
レ

　
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
ま

　
し
ょ
う
。

★
日
ご
ろ
か
ら
決
済
完
了
メ
ー
ル
や
明
細

　
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
、不
安
に
思
っ
た
時
や
困
っ
た

時
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

相
談
専
用
電
話
■

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎ 

（22） 

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

相
談
受
付
時
間
■
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

基 

礎
知
識

消
費
者
の

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

課
金
に
ご
注
意
！

８月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 1 2 3 4 5

2726 28 29 30 31 1
収
集
あ
り

収
集
な
し

令
和
９・10
年
度 

入
札

参
加
資
格
審
査
の
申
請

受
付（
定
期
審
査
）

空
き
家
・
空
き
店
舗

バ
ン
ク
に
登
録

し
ま
せ
ん
か
？

24



　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※

９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 

■日 

10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 

無
料

 

■定 

36
名
　※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 

■場 

大
月
市
内

 

■定 

12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 

１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 
■日 
９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 
山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※
９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

スクランブル

情
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

催
し
物

催
し
物

（料金表）
1個
2個
3個
4個
5個

申込締切日
8月 17日㈪
8月 31日㈪

6個
7個
8個
9個

収集日
8月 28日㈮
9月 11日㈮

3,950円
4,700円
5,450円
6,200円

1,300円
1,500円
1,700円
2,450円
3,200円

●障害に関する相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時15分
市役所1階　ふじのわ　☎ （28）6255
e-mail:fujinowa@snow.ocn.ne.jp

●就職職業相談
　（生活困窮者・ひとり親家庭）
18日㈫　午前9時～正午
市役所1階福祉相談室
問合せ■福祉課　☎内線 199

●妊娠相談ほっとライン
　（思いがけない妊娠など）
月～金曜日 午前８時30分～午後5時15分
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎ （22）1632

●消費生活・多重債務相談
月～金曜日（祝日を除く）　午前9時～正午　
午後1時～4時30分
富士吉田市消費生活センター
（市役所東庁舎1階）
☎ （22）1577（相談専用）

●知的財産相談
18日㈫　午後1時～4時
富士吉田商工会議所（弁理士三原秀子氏）
☎ （24）7111
※要事前予約（開催日前週の金曜日
　午前中まで）

●年金相談
27日㈭　午前9時30分～午後4時
富士吉田商工会議所
(大月年金事務所職員)※事前予約制
☎ 0554-22-3811

●行政相談
19日㈬　午後2時～4時　
市役所本庁舎3階小会議室 ※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●不動産相談
20日㈭　午後1時～4時
市役所本庁舎3階　小会議室
※予約不要
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●人権・身上相談
第2・４金曜日 午後1時～4時
市役所1階相談室
問合せ■福祉課　☎内線 161

●女性相談（配偶者による暴力など）
月曜日　午前9時～正午
火～金曜日　午前9時～午後4時
市役所1 階福祉課　※電話相談も可
問合せ■福祉課　☎内線 164

●ひきこもり相談
月～金曜日（祝日除く）　午前8時30分～
午後5時15分　※電話相談も可
市役所1 階　※県のLINE 相談あり
問合せ■福祉課　☎内線161

●家庭児童相談
月～金曜日　午前9時～午後4時
子育て支援センター1階　※電話相談も可
問合せ■こども家庭センター　☎内線 562

●記帳・税務相談
20日㈭　午前10時～午後4時　
富士吉田商工会議所　☎ （24）7111
※相談対象：会員

●法律相談
8月4日㈫・18日㈫
9月1日㈫・15日㈫
午後1時～4時 市役所本庁舎3階小会議室
◎予約制（電話で事前予約／1人20分間、
　1日9人まで）
◎相談日の1カ月前から受け付けます。
対象は市民の方のみで、相談内容は1人1件
とし、代理人による相談はご遠慮ください。
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●司法書士相談
（山梨県司法書士会富士吉田支部）
10日㈪　午後1時～4時  ※予約不要
市役所本庁舎2階東会議室
問合せ■市民協働推進課　☎内線 203

●就学相談・教育相談
毎週月～金曜日（要予約） 
午前9時～午後５時　市役所東庁舎4階
※電話相談も可
☎ 0120-24-7044
問合せ■教育研修所　☎内線 504

●税の無料相談
5日㈬ 午後1時～4時 市役所本庁舎1階
相談室　※相談は事前予約制（開催日前日
の午前中までです）
予約連絡先■東京地方税理士会大月支部
事務局　☎ 22-8481
問合せ■収税課　☎内線121

無料相談

問問合せ ■対 対象

■¥ 費用 ■定 定員 ■持 持ち物
■期 期日 ■場 場所 ■住 住所

日日時

　
夏
休
み
に
入
り
、ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を

し
て
過
ご
す
子
ど
も
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、子
ど
も
が
保
護
者
の
許
可
な
く

課
金
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
多

い
で
す
。子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に

つ
い
て
、予
期
せ
ぬ
高
額
な
課
金
を
防
ぐ
方

法
を
ま
と
め
ま
し
た
。

【
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

★
保
護
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
た

　
状
態
だ
と
、決
済
の
設
定
を
変
え
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。子
ど
も
が
使
用
す
る
と

　
き
は
、ロ
グ
オ
フ
し
ま
し
ょ
う
。

★
子
ど
も
用
に
契
約
し
た
ス
マ
ホ
で
も
、キ
ャ

　
リ
ア
決
済
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。子

　
ど
も
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
管
理
す
る
ペ
ア
レ

　
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
ま

　
し
ょ
う
。

★
日
ご
ろ
か
ら
決
済
完
了
メ
ー
ル
や
明
細

　
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
、不
安
に
思
っ
た
時
や
困
っ
た

時
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

相
談
専
用
電
話
■

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎ 

（22） 

１
５
７
７

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８
」

相
談
受
付
時
間
■
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

問
商
工
振
興
課
　
☎
内
線
４
０
５

基 

礎
知
識

消
費
者
の

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

課
金
に
ご
注
意
！

８月の紙類ごみステーション収集日

日 月 火 水 木 金 土

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 1 2 3 4 5

2726 28 29 30 31 1
収
集
あ
り

収
集
な
し

令
和
９・10
年
度 

入
札

参
加
資
格
審
査
の
申
請

受
付（
定
期
審
査
）

空
き
家
・
空
き
店
舗

バ
ン
ク
に
登
録

し
ま
せ
ん
か
？

25 広報ふじよしだ   ８月号



お
知
ら
せ

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※

９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 

■日 

10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 

無
料

 

■定 

36
名
　※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 

■場 

大
月
市
内

 

■定 

12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 

１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 
企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

催
し
物

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 

■日 

９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※

９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
・

有
権
者
の
要
求
も
禁
止

令和８年８月　　休日水道応急修理当番表
上吉田東 
上吉田東 
小明見
下吉田
上吉田東 
富士見
向　原 
松　山 
大明見
上吉田東 
大明見

22-1530
24-0510
23-1218
22-0395
22-5084
22-5273
22-7893
23-9296
23-0231
23-7230
22-1898

富士冷熱 
営繕センター三枝
広瀬設備
一水工業
宮下設備工業
富士五湖設備
舟久保設備
サンエイ
桑原配管工業所
総合設備シムラ
明進設備

小明見
下吉田
新西原
新西原
竜ケ丘
上吉田東 
大明見
上吉田
中曽根 
新　倉
上吉田

23-0819
24-2154
090-4945-8813
23-5852
24-2323
22-1576
23-8886
22-7394
24-8003
090-3135-6716
24-2569

めぐみ設備工業
柏和設備 
白銀設備
横堀住設工業
高野熱設備
佐藤燃料 
沙原設備工業
スマイル設備
OMORIマテリアル
トーエイ・カンパニー
ARNE設備工業

1
2
8
9
11
15
16
22
23
29
30

土
日
土
日
火
土
日
土
日
土
日

有
料
広
告

市
民
課
か
ら

障
害
基
礎
年
金
制
度

８
月
31
日
㈪
に
納
期
限
を
迎
え
る
市

税（
料
）

　
市
県
民
税
第
２
期
、
国
民
健
康
保

険
税
第
２
期
、
介
護
保
険
料
第
２
期
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
２
期

地
震
な
ど
に
よ
る
罹
災
証
明
書
・
罹

災
届
出
証
明
書

　
自
然
災
害（
地
震
・
風
水
害
・
大
雨
・

大
雪
な
ど
。火
災
を
除
く
。）
で
被
害

を
受
け
た
住
家
な
ど
に
つ
い
て
、市
が

「
罹
災
証
明
書
」
か
「
罹
災
届
出
証
明

書
」を
発
行
し
、
被
害
状
況
を
証
明
し

ま
す
。ま
ず
は
、
証
明
書
が
必
要
か
ど

う
か
、提
出
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
で
き
る
人
　
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
住
家
な
ど
の
居
住
者
か
占
有
者

②
同
一
世
帯
員

③
代
理
人（
委
任
状
が
必
要
）

必
要
書
類

・
罹
災（
罹
災
届
出
）証
明
交
付
申
請
書

・
罹
災
状
況
が
分
か
る
写
真
な
ど

・
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

申
請
期
間

　
原
則
、
災
害
発
生
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
90
日
以
内

※

期
間
を
超
過
し
た
場
合
は
、
事
前

に
税
務
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

見
舞
金

　
罹
災
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
際
に

は
、
見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、
安
全
対
策

課
（
内
線
２
３
０
）に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
税
務
課
　
☎
内
線
１
３
１

本
市
の
「
宿
泊
税
」
新
設
に
お
け
る
総

務
省
同
意

　
令
和
８
年
３
月
に
富
士
吉
田
市
宿

泊
税
条
例
を
公
布
し
ま
し
た
。宿
泊

税
（
法
定
外
目
的
税
）
の
新
設
に
つ
い

て
総
務
省
と
協
議
を
行
い
、
こ
の
度
、

総
務
大
臣
の
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
４
月
１
日
㈭
の
条
例
施

行
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

施
行
後
は
、市
内
に
所
在
の
宿
泊
施
設

へ
の
宿
泊
者
１
名
１
泊
に
つ
き
２
０
０

円
が
課
税
さ
れ
ま
す
（
修
学
旅
行
な

ど
の
場
合
を
除
き
ま
す
）。

問
税
務
課
　
☎
内
線
１
３
９

税
ナ
ビ

富
士
吉
田
市
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お
知
ら
せ

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※

９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 

■日 

10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 

無
料

 

■定 

36
名
　※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 

■場 

大
月
市
内

 

■定 

12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 

１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

Information scramble

募
　
集

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

催
し
物

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 

■日 

９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※

９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
・

有
権
者
の
要
求
も
禁
止

令和８年８月　　休日水道応急修理当番表
上吉田東 
上吉田東 
小明見
下吉田
上吉田東 
富士見
向　原 
松　山 
大明見
上吉田東 
大明見

22-1530
24-0510
23-1218
22-0395
22-5084
22-5273
22-7893
23-9296
23-0231
23-7230
22-1898

富士冷熱 
営繕センター三枝
広瀬設備
一水工業
宮下設備工業
富士五湖設備
舟久保設備
サンエイ
桑原配管工業所
総合設備シムラ
明進設備

小明見
下吉田
新西原
新西原
竜ケ丘
上吉田東 
大明見
上吉田
中曽根 
新　倉
上吉田

23-0819
24-2154
090-4945-8813
23-5852
24-2323
22-1576
23-8886
22-7394
24-8003
090-3135-6716
24-2569

めぐみ設備工業
柏和設備 
白銀設備
横堀住設工業
高野熱設備
佐藤燃料 
沙原設備工業
スマイル設備
OMORIマテリアル
トーエイ・カンパニー
ARNE設備工業

1
2
8
9
11
15
16
22
23
29
30

土
日
土
日
火
土
日
土
日
土
日

有
料
広
告

市
民
課
か
ら

障
害
基
礎
年
金
制
度

８
月
31
日
㈪
に
納
期
限
を
迎
え
る
市

税（
料
）

　
市
県
民
税
第
２
期
、
国
民
健
康
保

険
税
第
２
期
、
介
護
保
険
料
第
２
期
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
２
期

地
震
な
ど
に
よ
る
罹
災
証
明
書
・
罹

災
届
出
証
明
書

　
自
然
災
害（
地
震
・
風
水
害
・
大
雨
・

大
雪
な
ど
。火
災
を
除
く
。）
で
被
害

を
受
け
た
住
家
な
ど
に
つ
い
て
、市
が

「
罹
災
証
明
書
」
か
「
罹
災
届
出
証
明

書
」を
発
行
し
、
被
害
状
況
を
証
明
し

ま
す
。ま
ず
は
、
証
明
書
が
必
要
か
ど

う
か
、提
出
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
で
き
る
人
　
①
〜
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
住
家
な
ど
の
居
住
者
か
占
有
者

②
同
一
世
帯
員

③
代
理
人（
委
任
状
が
必
要
）

必
要
書
類

・
罹
災（
罹
災
届
出
）証
明
交
付
申
請
書

・
罹
災
状
況
が
分
か
る
写
真
な
ど

・
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

申
請
期
間

　
原
則
、
災
害
発
生
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
90
日
以
内

※

期
間
を
超
過
し
た
場
合
は
、
事
前

に
税
務
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

見
舞
金

　
罹
災
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
際
に

は
、
見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、
安
全
対
策

課
（
内
線
２
３
０
）に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
税
務
課
　
☎
内
線
１
３
１

本
市
の
「
宿
泊
税
」
新
設
に
お
け
る
総

務
省
同
意

　
令
和
８
年
３
月
に
富
士
吉
田
市
宿

泊
税
条
例
を
公
布
し
ま
し
た
。宿
泊

税
（
法
定
外
目
的
税
）
の
新
設
に
つ
い

て
総
務
省
と
協
議
を
行
い
、
こ
の
度
、

総
務
大
臣
の
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
４
月
１
日
㈭
の
条
例
施

行
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

施
行
後
は
、市
内
に
所
在
の
宿
泊
施
設

へ
の
宿
泊
者
１
名
１
泊
に
つ
き
２
０
０

円
が
課
税
さ
れ
ま
す
（
修
学
旅
行
な

ど
の
場
合
を
除
き
ま
す
）。

問
税
務
課
　
☎
内
線
１
３
９

税
ナ
ビ

富
士
吉
田
市
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保
健
・
福
祉

催
し
物

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※

９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 

■日 

10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 

無
料

 

■定 

36
名
　※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 

■場 

大
月
市
内

 

■定 

12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 

１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 
■住 
山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-
２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 

■日 

９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※

９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

生
活
道
路
の
法
定
速
度
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

上
下
水
道
管
理
課
・

工
務
課
か
ら

募
　
集

有
料
広
告

有
料
広
告

公
立
保
育
園
の
見
学
を

開
催
し
ま
す

恩
賜
林
組
合
職
員
募
集

有
料
広
告

園名

第三保育園

第四保育園

第五保育園

第七保育園

※第一保育園、第六保育園は、
　令和９年度の新規入園の募集
　はありません

電話番号

22-4010

22-4177

23-6346

25-6639

水
道
メ
ー
タ
ー
定
期

交
換
を
実
施

し
て
い
ま
す

28



保
健
・
福
祉

催
し
物

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※

９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 

■日 

10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 

無
料

 

■定 

36
名
　※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 

■場 

大
月
市
内

 

■定 

12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 

１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-
２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

Information scramble

お
知
ら
せ

募
　
集

催
し
物

保
健
・
福
祉

お
知
ら
せ

募
　
集

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 

■日 

９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※

９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

生
活
道
路
の
法
定
速
度
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

上
下
水
道
管
理
課
・

工
務
課
か
ら

募
　
集

有
料
広
告

有
料
広
告

公
立
保
育
園
の
見
学
を

開
催
し
ま
す

恩
賜
林
組
合
職
員
募
集

有
料
広
告

園名

第三保育園

第四保育園

第五保育園

第七保育園

※第一保育園、第六保育園は、
　令和９年度の新規入園の募集
　はありません

電話番号

22-4010

22-4177

23-6346

25-6639

水
道
メ
ー
タ
ー
定
期

交
換
を
実
施

し
て
い
ま
す
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保
健
・
福
祉

リニューアルオープンしました

測定用大型防音室導入認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

有
料
広
告

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※
９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 
午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 
■日 
10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 

無
料

 

■定 

36
名
　※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 

■場 

大
月
市
内

 

■定 

12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 

１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

Information scramble

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
し
物

保
健
・
福
祉

募
　
集

募
　
集

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

催
し
物

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 

■日 

９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※

９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

「
寿
教
室
・
寿
安
全
教
室
」

学
級
生
募
集

第
29
回「
山
梨
県
障
害
者
文
化
展
」

作
品
募
集

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

第
３
回
陸
上
競
技
普
及
教
室

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら

災
害
に
関
す
る

古
い
写
真
・
資
料
を

募
集
し
て
い
ま
す

お
気
軽
！

北
麓
ス
ポ
ー
ツ
教
室

富
士
山
科
学
研
究
所

か
ら

30



保
健
・
福
祉

リニューアルオープンしました

測定用大型防音室導入認定補聴器専門店
認定補聴器技能者・1級眼鏡作製技能士のいる店

まだ早いかな？と迷っている方、お気軽にご相談ください。
補聴器への疑問や不安を解決し、快適な補聴器選びのお手伝いをいたします。
当店では、様々なタイプや価格の補聴器を豊富に取り揃えています。
あなたの聞こえる毎日をしっかりサポートいたします！

メガネ
補聴器

富士吉田市上吉田金鳥居下 営業時間am9:00-pm7:00 木曜定休TEL:0555-22-5506

富士吉田市の補聴器助成金制度あります

充電式も
あります

詳しくは
当店まで！

富士山駅

メガネのヒカワ
店舗横に駐車場
あります

金鳥居
郵便局 R139

200m

有
料
広
告

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※

９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 

■日 

10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 
無
料

 

■定 

36
名
　※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 
■場 

大
月
市
内

 
■定 
12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 
無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 
■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 
■対 
小
中
学
生

 
■持 
運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 
無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 

１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

Information scramble

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

催
し
物

保
健
・
福
祉

募
　
集

募
　
集

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※
作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

催
し
物

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 

■日 

９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※

９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

「
寿
教
室
・
寿
安
全
教
室
」

学
級
生
募
集

第
29
回「
山
梨
県
障
害
者
文
化
展
」

作
品
募
集

催
し
物

有
料
広
告

有
料
広
告

第
３
回
陸
上
競
技
普
及
教
室

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら

災
害
に
関
す
る

古
い
写
真
・
資
料
を

募
集
し
て
い
ま
す

お
気
軽
！

北
麓
ス
ポ
ー
ツ
教
室

富
士
山
科
学
研
究
所

か
ら
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Information scramble

お
知
ら
せ

催
し
物

保
健
・
福
祉

募
　
集

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※

９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 

■日 

10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 

無
料

 

■定 

36
名
　※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 

■場 

大
月
市
内

 

■定 

12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-

２
５
２-

７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 
１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

相
談
」
強
化
週
間

富
士
吉
田
市
戦
没
者
慰
霊
塔

（
忠
霊
塔
）
の
一
般
開
放

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 

■日 

９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※

９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

保
健
・
福
祉

明
見
湖
里
山
祭
り

富
士
山
折
り
紙
づ
く
り

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

75
周
年
記
念
健
康
フ
ェ
ス

ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

（
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◆
14
日
㈮・18
日
㈫
第
９
回
全
国
高
等
学
校
サ
　

　
マ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
特
別
演
奏
会
　
午
後
１
時
〜

　《
問
》全
日
本
高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟

　
☎
０
３-

６
４
５
２-

９
０
１
７
　
無
料
　

◆
23
日
㈰
富
士
北
稜
高
校
吹
奏
学
部
定
期
演
奏

　 

会
　
午
後
１
時
30
分

　《
問
》富
士
北
稜
高
校
吹
奏
楽
部

　
☎
（22）
４
１
６
１
　
無
料

◆
29
日
㈯
谺
コ
ン
サ
ー
トｖｏ
ｌ
．６
　
午
後
３
時
〜

　《
問
》谺
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　
　kodam

a.concert@
gm
ail.com

　
有
料

◆
30
日
㈰
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

　
午
後
１
時

　《
問
》富
士
吉
田
文
化
振
興
協
会 

☎
（23）
３
１
０
０

　
有
料 

チ
ケ
ッ
ト
前
売
２
，５
０
０
円

　
当
日
３
，０
０
０
円
　

市
民
会
館
３
階
小
ホ
ー
ル

◆
８
日
㈯
文
理
学
院Joyful English School 

英

　
語
暗
唱
大
会
決
勝
　
午
後
３
時

　《
問
》㈱
文
理
学
院
　
☎
（22）
８
１
０
０
　
無
料

◆
９
日
㈰
な
つ
の
こ
ど
も
か
い
　
午
後
２
時

　《
問
》市
立
図
書
館
　
☎
（22）
０
７
０
６
　
無
料

◆
16
日
㈰
第
39
回
富
士
書
道
連
盟
教
育
部
展
表
彰

　
式
　
午
後
２
時

　《
問
》富
士
書
道
連
盟
　
☎
（22）
１
４
３
２
　
無
料

市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

◆
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
午
前
11
時
〜

　
６
日
㈭・27
日
㈭

詳
細
は
Ｐ
13「
ら
い
ぶ
ら
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

※

催
し
物
は
主
催
者
の
都
合
に
よ
り
、掲
載
し
な
い

　
場
合
や
内
容
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※

催
し
物
の
問
い
合
わ
せ
は
主
催
者
へお
願
い
し
ま
す

８
月
休
館
日
　
　
　
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・

12
日
㈬
・
17
日
㈪
・
24
日
㈪
・
31
日
㈪

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
サ
ー
カ
ス

第
４
弾
IN
ふ
じ
さ
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

防災キャンペーン
１０月３１日まで

防災用品のトップブランド
防災セットSHELTER
￥13,200（税込）

● ウオータ－バック10L　　　　　　　  ● トイレＯＮＥ【３枚入】
● ぱぱっとレインコートポンチョタイプ　　 ● おにぎり　うめしそ（保存期限５年）
● おにぎり　こんぶ（保存期限５年）  　  ● おにぎり　五目（保存期限５年）
● 長期保存水 500ml（保存期間７年） 　 ● ハイブリッドレスキューシート　
● エイドチーム2                          　  ● 蓄光ホイッスル　　　  　　
● 目隠ポンチョ                           　   ● マスク　
● 軍手                                     　   ● スマホ対応ダイナモライト

重量3.8kg

【スタンダードβ】

TEL:0555-22-2161
FAX:0555-24-0948　

広
報
誌
づ
く
り
で
毎
月
一
番
悩
む
の
は
、

実
は
「
表
紙
の
写
真
」
で
す
。「
こ
れ
だ
！
」

と
い
う
一
枚
が
撮
れ
ず
、
早
朝
に
カ
メ
ラ
片

手
に
出
か
け
る
こ
と
や
、
直
近
の
写
真
を
食

い
入
る
よ
う
に
見
返
す
こ
と
も
。
そ
れ
ほ
ど

苦
労
し
て
撮
っ
た
写
真
や
、
時
間
を
か
け
て

作
っ
た
組
み
写
真
が
ボ
ツ
に
な
っ
た
時
は
、
一

度
放
心
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
大

変
で
す
が
公
募
に
し
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

最
後
は
担
当
２
人
で
知
恵
を
絞
り
、「
今
月

も
乗
り
切
っ
た
」
と
胸
を
な
で
下
ろ
す
。
そ

ん
な
繰
り
返
し
で
す
が
、
ぜ
ひ
そ
う
し
た
裏

側
も
想
像
し
な
が
ら
、
表
紙
を
ご
覧
い
た
だ

け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。（
わ
）

六
根
清
浄
（
編
集
後
記
）

善意ありがとう
渡辺　実  　　　　　　  ４，７２６円
　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

人口と世帯
（令和８年７月１日現在）

富士吉田市住民基本台帳登録人口・世帯数
カッコ内は前月比

人　口　45,676 人　   （△13）
　男　　22,410 人　   （△  4）
　女　　23,266 人　   （△  9）
世帯数　21,147 世帯   （＋ 20）

□ 病院でやせるように言われた（健診が近い）
□ ポッコリお腹が気になる（最近服がキツイ）
□ コレステロールが高い（血圧や血糖も）
□ 太ったら膝や腰が痛くなった（運動は不要）
□ 色々試したがやせない（40～70歳代も）
□ 短期間で集中してやせたい（まず2週間）

甲府市住吉5-18-26 臨床漢方薬局ナオル薬品
電話 0120-61-3211 (無料電話相談→宅配可)
お試し1週間13.200円 代引き・カード払い可

服を買うより2～3週間で、やせてみる!? 有
料
広
告

有
料
広
告
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Information scramble

お
知
ら
せ

催
し
物

保
健
・
福
祉

募
　
集

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
で
起
き
た
災
害

（
雪
代
や
噴
火
、
大
雪
な
ど
）に
関
す
る
古

い
写
真
・
映
像
・
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写
真
や
資
料
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、
こ
う

し
た
写
真
・
資
料
の
収
集
や
展
示
に
協
力

い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。地

域
の
小
さ
な
物
語
を
紡
ぐ
ア
ー
カ
イ
ブ
活

動
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
馬
場

　
☎
０
７
０-

３
１
４
３-

３
０
８
０

　
　ryoga.baba@

gm
ail.com

　
同
世
代
の
方
と
共
に
、講
話
・
軽
運
動
・

絵
手
紙
・
歌
声
・
落
語
鑑
賞
な
ど
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

 

■日 

毎
月
１
回
　
１
時
間

 

■場 

富
楽
時
、
上
吉
田
・
上
暮
地
・
明
見
コ

ミ
セ
ン
、向
原
会
館

 

■対 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
（
約
２
０

０
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
）

■￥ 

無
料

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
５
２
６

　
よ
り
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

年
も「
地
域
展
」を
開
催
し
ま
す
。さ
ら
に
、

地
域
展
で
選
抜
さ
れ
た
作
品
は「
総
合
展
」

で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。皆
さ
ん
の
心

の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

 

■対 

市
内
在
住
の
障
害
を
持
つ
方

募
集
内
容
　
手
芸
・
絵
画
・
書
道
・
文
芸
・

工
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
や
技
術
を
活
か

し
た
作
品
　※

１
人
１
作
品
ま
で

応
募
期
間
　
８
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫

地
域
展

 

■日 

11
月
５
日
㈭
〜
９
日
㈪ 

午
前
10
時
〜

午
後
６
時
　※

９
日
は
正
午
ま
で

 

■場 

Ｑ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

総
合
展

 

■日 

12
月
17
日
㈭
〜
22
日
㈫ 

午
前
10
時
〜

午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

 

■場 

山
梨
県
立
美
術
館
　
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ・Ｂ

申
込
方
法
　
電
話

問
福
祉
課
　
障
害
担
当
　
☎
内
線
１
５
２

富
士
山
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
②

　「
変
貌
す
る
鳥
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
所
内
外
の
研
究
員
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

９
月
12
日
㈯

 

　
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

講
師
　
水
村
春
香
氏
（
富
士
山
科
学
研
究

所
職
員
）、
樋
口
広
芳
氏（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
12
日
㈬

オ
ン
デ
マ
ン
ド
視
聴
期
間
　
９
月
13
日
㈰

〜
20
日
㈰

富
士
山
火
山
観
察
会

　
一
番
新
し
い
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
宝

永
火
口
を
目
指
し
な
が
ら
、
講
師
が
富
士

山
や
宝
永
火
口
、
噴
火
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

 

■日 

10
月
10
日
㈯
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
４
時（
受
付
開
始
８
時
30
分
）

 

■場 

静
岡
県
宝
永
火
口

 

■対 

山
梨
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
登
山
の

で
き
る
小
学
４
年
生
以
上
　※

中
学
生
以

下
は
20
歳
以
上
の
同
行
者
が
必
要
で
す

■￥ 

無
料

 

■定 

36
名
　※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
開
始
日
　
８
月
20
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
９
月
５
日
㈯
　
午
後
４
時

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
南
米
地
域
お
よ
び
国
内
の
防
災
担
当

者
・
研
究
者
の
方
が
噴
火
時
の
対
応
や
災

害
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
を
講
演
し
ま

す
。

 

■日 

８
月
26
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

富
士
山
科
学
研
究
所
　
本
館
１
階
ホ
ー

ル
ま
た
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
参
加

■￥ 

無
料
　※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
☎
（72） 

６
２
０
６

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習

　
季
節
の
寄
せ
植
え
を
中
心
に
、
園
芸
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

■日 

11
月
10
日
㈫

 

■場 

甲
州
市
内

 

■定 

15
人
　※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

整
理
収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習

　
整
理
収
納
の
コ
ツ
や
身
近
に
あ
る
も
の

で
の
清
掃
方
法
、
就
業
時
の
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。※

「
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
」修
了
証
交
付

 

■日 

11
月
18
日
㈬
〜
19
日
㈭

 

■場 

大
月
市
内

 

■定 

12
人
　※

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

※

書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
申
込
書
の
提
出
　※

事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切
日
　
９
月
10
日
㈭
　

 

共
通
申
込
要
件

 

■対 

今
年
度
入
会
し
て
就
業
を
希
望
す
る

60
歳
以
上
の
方

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５-

２
２
８-

８
３
８
３

　
富
士
北
麓
の
大
自
然
の
中
で
、
体
を
優

し
く
動
か
し
日
々
の
疲
れ
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
経
験
者
問
わ
ず
、
大
人
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

■日 

８
月
〜
10
月
　
各
教
室
８
回

内
容

ピ
ラ
テ
ィ
ス

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分  

毎
週
月
曜
日

椅
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　

午
後
２
時
〜
45
分  

毎
週
木
曜
日

コ
ア
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
　

午
前
10
時
〜
11
時  

毎
週
金
曜
日

■￥ 

１
回
５
５
０
円

 

■持 

運
動
が
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、ス
リ
ッ
パ

申
込
方
法
　
当
日
窓
口
で
申
し
込
み

問
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
（24） 

３
６
５
１

　
地
元
企
業
所
属
の
一
流
陸
上
選
手
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
元
日
本
代
表
の
指
導
者
に
よ

る
陸
上
教
室
を
行
い
ま
す
。

 

■日 

８
月
30
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
11
時
30
分

 

■場 

富
士
山
Ｇ
Ｘ
ス
タ
ジ
ア
ム

 

■対 

小
中
学
生

 

■持 

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

■￥ 

無
料

申
込
方
法
　
電
話
　※

平
日
９
時
〜
正
午

申
込
締
切
日
　
８
月
16
日
㈰

問 

富
士
吉
田
市
陸
上
競
技
協
会 

加
藤

　
☎
（24） 

４
２
７
２

　
明
見
湖
里
山
祭
り
「
紫
陽
花
・
蓮
の
花

を
愛
で
る
会
」を
開
催
し
ま
す
。美
し
く
咲

く
蓮
・
あ
じ
さ
い
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
蓮
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
お
祭
り
は
明
見

小
学
校
わ
く
わ
く
子
供
教
室
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
で
す
。

 

■日 

８
月
16
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

明
見
湖
公
園

内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
体
験
・
お
茶
席
・
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
地
元
農
産
物
・
味
噌
、
梅
干

し
な
ど
手
作
り
品
販
売
な
ど

問
明
見
湖
と
そ
の
周
辺
の
里
山
を
守
る
会

　
☎
０
８
０-

１
３
６
３-

７
０
１
０
　
川
村

　
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
旧
外
川
家
住
宅
で
、立
体
的
な「
富
士
山

折
り
紙
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。ス
タ
ッ
フ

が
富
士
山
の
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

 

■日 

８
月
１
日
㈯
〜
23
日
㈰ 

午
前
10
時
〜

正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

■場 

旧
外
川
家
住
宅

■￥ 

無
料
　※

申
込
不
要

問
旧
外
川
家
住
宅
　
☎
（22） 

１
１
０
１

ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講
生
募
集

①
骨
盤
調
整
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜
ペ
ル
ヴ
ィ
ス

ワ
ー
ク
〜

 

■日 

８
月
21
日
〜
11
月
13
日

　※

毎
週
金
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
10
月
30
日
は
休
講
）　

②
ピ
ラ
テ
ィ
ス
〜
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

■日 

８
月
29
日
〜
11
月
21
日

　※

毎
週
土
　
全
12
回

　
午
前
10
時
〜
11
時（
10
月
31
日
は
休
講
）

③
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ

 

■日 

９
月
２
日
〜
11
月
25
日

　※

毎
週
水
　
全
12
回

　
午
後
８
時
15
分
〜
９
時
15
分

　（
９
月
23
日
は
休
講
）

【
共
通
事
項
】　

 

■場 

①
②：
鐘
山
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　

　 

③
鐘
山
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

 

■定 

①
②：
20
人
　
③
40
人

 

■持 

飲
み
物
・
タ
オ
ル
　
①
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

　
③
上
履
き

■￥ 

６
，０
０
０
円

 

■対 

高
校
生
以
上
　

※

受
付
開
始
日
は
８
月
４
日
㈫
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
初
心
者
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
は
初
回
講

習（
無
料
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
盤
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！

　
湧
き
水
広
場
を
一
部
無
料
開
放
し
、
新

型
デ
ィ
ノ
ミ
ス
ト
（
恐
竜
型
ミ
ス
ト
装
置
）

を
設
置
し
ま
す
。※

各
自
、熱
中
症
お
よ
び

安
全
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
脳
ト
レ
（
脳
の
活
性
化
や
機
能
の
維
持

を
目
指
す
頭
の
体
操
）
や
簡
単
な
ダ
ン
ス

で
楽
し
み
ま
す
。ま
た
落
語
家
立
川
志
ら

ら
師
匠
に
よ
る
落
語
や
、藩
彩
華（
ば
ん
さ

や
か
）氏
の
変
面
シ
ョ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
９
月
９
日
㈬

　
午
前
11
時（
受
付
10
時
30
分
）

■￥ 

２
，０
０
０
円（
弁
当
・
飲
み
物
付
き
）

 

■持 

運
動
で
き
る
服
装
、室
内
履
き

 

■対 

60
歳
以
上

申
込
方
法
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

申
込
締
切
日
　
９
月
２
日
㈬

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
学
校
で
の「
い
じ
め
」や
、家
庭
内
で
の
児

童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
に「
こ
ど
も
の
人

権
相
談
」の
対
応
体
制
を
強
化
し
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
８
月
28
日
㈮
〜
９
月
３
日
㈭

　
月
〜
金
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　※

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
甲

府
地
方
法
務
局
職
員

相
談
先
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

問
甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
５-
２
５
２-
７
２
３
９

　
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
表
し
、

慰
霊
塔
を
一
般
開
放
し
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
来
塔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。な
お
、天

候
な
ど
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

日
８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

■場 

戦
没
者
慰
霊
塔（
忠
霊
塔
）

問
福
祉
課
　
☎
内
線
１
６
１

 

■日 

８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分

　 

５
日
・
12
日
㈬
　
午
後
６
時
15
分

　 

８
日
・
29
日
㈯
　
午
後
３
時
30
分

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
（24） 

３
６
３
３

　
ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
恐
竜
の

世
界
に
行
っ
た
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
空
間
を

再
現
し
、
間
近
で
恐
竜
の
迫
力
を
感
じ
た

り
、
本
物
の
化
石
を
触
っ
た
り
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
も
あ
り

ま
す
。

日
８
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

■場 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
内

恐
竜
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
各
日
午
前
・
午
後
１
０
０
名
ず
つ
限
定
）

　
会
場
内
４
カ
所
に
設
置
し
た
恐
竜
骨
格

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
。す
べ
て
完
成
さ
せ

た
方
に
は
、
恐
竜
フ
ィ
ギ
ュ
ア（
全
５
種
類
）

を
ラ
ン
ダ
ム
で
一
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■￥ 

１
０
０
円

恐
竜
の
展
示

　
ロ
ボ
ッ
ト
恐
竜
や
恐
竜
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
、恐
竜
の
足
跡
、ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
の
大

腿
骨
の
化
石
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
に
公
立
保
育
園
入
園
を
希

望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
方
の
保

育
園
見
学
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
第
七

保
育
園
は
随
時
、
施
設
見
学
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
は
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
〜
10 
月
　
毎
週
火
曜
日

　 

午
前
10
時
〜
11
時

内
容
　
施
設
見
学
な
ど(

１
回
15
分
程
度

　
１
日
２
回
、１
回
２
組
ま
で)

■対 

入
園
を
希
望
し
て
い
る
子
ど
も
と
保
護

者
の
方

申
込
方
法
　
希
望
の
園
に
事
前
に
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※

体
調
不
良
時
の
来
園
は
控
え
て
く
だ
さ

い

※

行
事
な
ど
に
よ
り
、
来
園
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
９
月
よ
り
、生
活
道
路（
主
に
地
域
住
民

の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
、
中

央
線
な
ど
が
な
い
道
路
の
こ
と
）
に
お
け

る
法
定
速
度
が
、
現
在
の
60
㎞
／
ｈ
か
ら

30
㎞
／
ｈ
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、法
定
速
度
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、天

候
や
実
際
の
道
路
状
況
に
合
わ
せ
て
、
常

に
安
全
な
速
度
で
の
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
　
☎
内
線
２
２
１

　
市
が
各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
水
道

メ
ー
タ
ー
は
、計
量
法
に
よ
り
８
年
ご
と
の

交
換
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。有
効
期
限

を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
順
次
交

換
作
業
を
実
施
し
ま
す
（
費
用
は
原
則
無

料
で
す
）。た
だ
し
、
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
漏

水
や
止
水
栓
の
不
良
が
あ
り
、
特
別
な
修

繕
・
改
良
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、

実
費
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
対
象
の

家
庭
に
送
付
さ
れ
る
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
換
時
期
　
８
月
12
日
㈬
〜
９
月
17
日
㈭

対
象
地
区
　
偶
数
月
検
針
地
区

※

期
間
内
に
交
換
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、日
程
調
整
し
後
日
交
換
に
伺
い
ま
す
。

交
換
の
流
れ
　
①
対
象
の
お
宅
に
交
換
期

間
開
始
２
週
間
前
を
目
安
に
オ
レ
ン
ジ
の

ハ
ガ
キ
で
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。②
身
分
証
を
携
帯
し
た

作
業
員
が
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
。③
メ
ー

タ
ー
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。作
業
時
間

は
30
〜
60
分
で
す
　※

作
業
中
は
水
道
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
２

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
６
５
６

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17-

18

☎ 

０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役
　
大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
の
指
定

　
指
定
工
事
店
が
新
た
に
２
件
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
者
名
　
富
士
冷
暖
株
式
会
社

代
表
者
　
長
田 

三
千
穂

 

■住 

甲
府
市
上
石
田
３-

17 -

18

☎
０
５
５-

２
２
６-

１
４
５
１

事
業
者
名
　
株
式
会
社
夢
空
間
研
究
所

代
表
者
名
　
代
表
取
締
役  

大
久
保 

好
朗

 

■住 

山
梨
市
下
栗
原
１
４
５
６

☎
０
５
５
３-

２
３-

４
７
１
１

問
上
下
水
道
管
理
課
　
☎
内
線
６
１
３

　
上
下
水
道
工
務
課
　
☎
内
線
３
３
２

　
令
和
９
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
、恩
賜
林
組

合
な
ど
で
交
付
す
る
「
令
和
８
年
度
山
梨

県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
案
内
」
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
　
組
合
の
一
般
業
務
（
身
分
：
一
般

職
の
地
方
公
務
員
）

資
格

事
務
職
Ⅰ

・
最
終
学
歴
：
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

事
務
職
Ⅱ

・
最
終
学
歴
：
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
、
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
お
よ
び
忍
野

村
忍
草
内
に
在
住
す
る
方
ま
た
は
採
用
後

当
該
地
域
内
に
在
住
す
る
方

採
用
予
定
数
　
若
干
名

試
験
内
容

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検

査
、性
格
特
性
検
査
）

 

■日 

９
月
20
日
㈰

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

第
２
次
試
験（
論
述
試
験
、口
述
試
験
）

 

■日 

10
月
26
日
㈪

 

■場 

恩
賜
林
組
合
庁
舎
　

申
請
方
法
　
申
請
書
の
請
求
、
試
験
申
し

込
み
は
、恩
賜
林
組
合
総
務
課
窓
口
ま
で

申
込
受
付
期
間
　
７
月
30
日
㈭
〜
８
月
14

日
㈮

問
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
　
総
務
課
☎
（22） 

３
３
５
５

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

相
談
」
強
化
週
間

富
士
吉
田
市
戦
没
者
慰
霊
塔

（
忠
霊
塔
）
の
一
般
開
放

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
け
が
で

障
害
が
残
っ
た
時
や
20
歳
前
の
事
故
や
病

気
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、①
〜
③

の
受
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
時

に
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
■

①
初
診
日
が
20
歳
前
の
方
、
国
民
年
金
の

　
加
入
者
ま
た
は
加
入
し
て
い
た
60
歳
以

　
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
国
内
に
居
住
し

　
て
い
る
方
。

②
障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
表
の
１
級
、

　
２
級
に
該
当
し
て
い
る
方
。

　※

障
害
認
定
日
に
障
害
等
級
に
該
当
し

　
な
い
状
態
か
ら
重
く
な
り
、
65
歳
に
な

　
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
障
害
等
級
に
該

　
当
し
た
方
は
65
歳
に
な
る
日
の
前
々
日

　
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。（
事
後
重
症
請
求
）

③
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、そ
の
月
の

　
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、
３

　
分
の
２
以
上
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料

　
免
除
期
間
も
含
む
）
が
あ
る
方
。特
例

　
と
し
て
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
初
診

　
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年

　
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
方
。

　※

初
診
日
が
20
歳
前
の
方
は
納
付
要
件

　
が
不
要
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
は
市
で
受
け
付
け
で
き

ま
す
が
、
障
害
厚
生
年
金
は
大
月
年
金
事

務
所
で
受
け
付
け
で
す

※

障
害
基
礎
年
金
の
相
談
は
予
約
制
で

す
。診
断
書
な
ど
の
書
類
の
み
を
受
け
取

り
た
い
場
合
で
も
、
事
前
に
受
給
要
件
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。必
ず
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
４-

２
２-

３
８
１
１

市
民
課
年
金
担
当
　
☎
内
線
１
４
６

　
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

平
和
祈
念
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

広
島
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
６
日
㈭
　
午
前
８
時
15
分

長
崎
市
原
爆
投
下
時
間

８
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
２
分

終
戦
の
日

８
月
15
日
㈯
　
正
午

問
秘
書
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
「
お
金
や

物
」
を
贈
る
こ
と
、
ま
た
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
を「
要
求
」す
る
こ
と
は
、
時
期

や
名
義
を
問
わ
ず
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
」の【
三
な
い
運
動
】を
守
り
、
明
る
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
　
☎
内
線
３
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

　
事
前
予
約
制
で
、
月
一
回
土
曜
日
に
受

け
取
り
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。交
付

を
希
望
す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

 

■日 

８
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午
　

申
込
方
法
　
電
話

申
込
締
切
日
　
８
月
７
日
㈮

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請

　
概
ね
５
名
以
上
の
申
請
が
見
込
ま
れ
る

団
体
の
方
を
対
象
に
、
指
定
の
場
所
に
職

員
が
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
た
め
の
写
真
撮
影
や
申
請
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。受
け
取
り
方
法
も
、市
役
所
来

庁
か
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

■対 

企
業
や
施
設
、サ
ー
ク
ル
や
学
校
な
ど

出
張
申
請
可
能
日
時
　
火
〜
金
曜
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
　※

持
ち
物
や

日
程
な
ど
は
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す

申
込
方
法
　
電
話

問
市
民
課
　
☎
内
線
４
５
５

紙
類
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
日

　
紙
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
、各

地
区
１
週
間
お
き
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

収
集
日
は
、
毎
月
の
広
報
誌
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

デ
ー
タ
放
送
、
富
士
吉
田
市
防
災
ア
プ
リ

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
近
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
自
治
会
が
行
う
資
源
物
回
収
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集

　
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集（
有
料
）を
行
い

ま
す
。収
集
で
き
な
い
物
や
収
集
品
目
の

数
え
方
は
、
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

※

最
大
９
個
ま
で

※

各
日
、先
着
12
件
ま
で

問
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　
☎
（22）
０
０
３
０

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請
負
、
業

務
の
受
託
、
物
品
の
供
給
な
ど
を
希
望
す

る
事
業
者
は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
が
共
同
実
施
し
ま
す
。同

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
申
請
の
手
引
き
』
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
資
格
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
方

　
へ
：
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

　
令
和
９
・
10
年
度
の
登
録
に
は
改
め
て

　
申
請
が
必
要
で
す

申
請
時
の
注
意
事
項（
市
独
自
要
件
）

　
本
市
を
選
択
す
る
場
合
、
区
分
に
よ
っ

て
①
②
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①「
建
設
工
事
」に
申
請
す
る
場
合

第
一
希
望
の
業
種（
１
業
種
の
み
）に
限
り

申
請
で
き
ま
す
。他
の
業
種
や
、他
の
職
種

区
分（
物
品
・
委
託
な
ど
）と
の
重
複
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

②「
建
設
工
事
以
外
」に
申
請
す
る
場
合

希
望
す
る
す
べ
て
の
職
種
区
分
・
業
種
に

申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
　
９
月
28
日
㈪
〜
10
月
22
日
㈭

書
類
提
出
期
間

　
10
月
26
日
㈪
〜
11
月
18
日
㈬

　※

今
回
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
次
回

　
は
１
年
後（
令
和
９
年
度
予
定
）の「
中

　
間
審
査
」
ま
で
資
格
の
取
得
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す

　※

期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
や
書
類
提
出

　
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

　※

手
続
き
に
か
か
る
書
類
の
作
成
や
申

　
請
業
務
は
、
行
政
書
士
に
依
頼
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

　
詳
細
は
、
山
梨
県
行
政
書
士
会
（ 

☎
０

　
５
５-

２
３
７-

２
６
０
１
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い

事
業
者
説
明
会

 

■日 

９
月
14 
日
㈪
・
18 
日
㈮

 

■場 

山
梨
県
自
治
会
館

 

■持 

資
料 ※

９
月
１
日
㈫
に
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。各
自
印
刷
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合 

業
務
課

　
☎
０
５
５-

２
６
８-

３
４
４
６

申
請
手
続
き
以
外
に
関
す
る
こ
と

管
財
契
約
課
　
☎
内
線
２
５
３

　
本
市
で
は
、
移
住
促
進
や
空
き
物
件
の

活
用
を
目
的
に
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
バ

ン
ク
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。市
内
に
貸
し

た
い
・
売
り
た
い
空
き
物
件
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。登
録
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、移
住
や

出
店
を
希
望
す
る
方
へ
、
広
く
発
信
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
　
物
件
所
有
者
な
ど
で
物
件
の
賃

貸
ま
た
は
売
却
が
出
来
る
方

対
象
物
件
　
市
内
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い

居
住
用
ま
た
は
事
業
用
の
建
物
（※

賃
貸

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）、建
物
の
跡
地（※

宅
地
に
限
り
ま
す
）

登
録
料
　
無
料

登
録
期
間
　
３
年
間（
延
長
可
）

登
録
の
流
れ
　
①
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相

談
室
へ
問
合
せ
↓
②
本
人
お
よ
び
職
員
、

不
動
産
会
社
で
物
件
の
現
地
調
査
↓
③
空

き
家
バ
ン
ク
申
込
書
・
登
録
カ
ー
ド
へ
記

入
↓
④
登
録
完
了
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
）

※

市
は
物
件
情
報
の
紹
介
や
連
絡
調
整
の

み
を
行
い
、
交
渉
・
契
約
の
仲
介
は
行
い

ま
せ
ん
。仲
介
を
希
望
す
る
方
に
は
、市
内

の（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

員
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ふ
じ
よ
し
だ
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

　
よ
し
だ
の
暮
ら
し
の
相
談
室

　
☎
０
８
０-

４
１
７
０-

３
７
７
６

　
　info@

you-fujiyoshida.jp

ふ
る
さ
と
魅
力
推
進
課
　
☎
内
線
２
９
６

保
健
・
福
祉

明
見
湖
里
山
祭
り

富
士
山
折
り
紙
づ
く
り

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら

お
知
ら
せ

催
し
物

募
　
集

保
健
・
福
祉

富
士
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
協
会

75
周
年
記
念
健
康
フ
ェ
ス

ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

（
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◆
14
日
㈮・18
日
㈫
第
９
回
全
国
高
等
学
校
サ
　

　
マ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
特
別
演
奏
会
　
午
後
１
時
〜

　《
問
》全
日
本
高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟

　
☎
０
３-

６
４
５
２-

９
０
１
７
　
無
料
　

◆
23
日
㈰
富
士
北
稜
高
校
吹
奏
学
部
定
期
演
奏

　 

会
　
午
後
１
時
30
分

　《
問
》富
士
北
稜
高
校
吹
奏
楽
部

　
☎
（22）
４
１
６
１
　
無
料

◆
29
日
㈯
谺
コ
ン
サ
ー
トｖｏ
ｌ
．６
　
午
後
３
時
〜

　《
問
》谺
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　
　kodam

a.concert@
gm
ail.com

　
有
料

◆
30
日
㈰
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

　
午
後
１
時

　《
問
》富
士
吉
田
文
化
振
興
協
会 

☎
（23）
３
１
０
０

　
有
料 

チ
ケ
ッ
ト
前
売
２
，５
０
０
円

　
当
日
３
，０
０
０
円
　

市
民
会
館
３
階
小
ホ
ー
ル

◆
８
日
㈯
文
理
学
院Joyful English School 

英

　
語
暗
唱
大
会
決
勝
　
午
後
３
時

　《
問
》㈱
文
理
学
院
　
☎
（22）
８
１
０
０
　
無
料

◆
９
日
㈰
な
つ
の
こ
ど
も
か
い
　
午
後
２
時

　《
問
》市
立
図
書
館
　
☎
（22）
０
７
０
６
　
無
料

◆
16
日
㈰
第
39
回
富
士
書
道
連
盟
教
育
部
展
表
彰

　
式
　
午
後
２
時

　《
問
》富
士
書
道
連
盟
　
☎
（22）
１
４
３
２
　
無
料

市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

◆
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
午
前
11
時
〜

　
６
日
㈭・27
日
㈭

詳
細
は
Ｐ
13「
ら
い
ぶ
ら
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
催
し
物
は
主
催
者
の
都
合
に
よ
り
、掲
載
し
な
い

　
場
合
や
内
容
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※

催
し
物
の
問
い
合
わ
せ
は
主
催
者
へお
願
い
し
ま
す

８
月
休
館
日
　
　
　
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・

12
日
㈬
・
17
日
㈪
・
24
日
㈪
・
31
日
㈪

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
サ
ー
カ
ス

第
４
弾
IN
ふ
じ
さ
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

防災キャンペーン
１０月３１日まで

防災用品のトップブランド
防災セットSHELTER
￥13,200（税込）

● ウオータ－バック10L　　　　　　　  ● トイレＯＮＥ【３枚入】
● ぱぱっとレインコートポンチョタイプ　　 ● おにぎり　うめしそ（保存期限５年）
● おにぎり　こんぶ（保存期限５年）  　  ● おにぎり　五目（保存期限５年）
● 長期保存水 500ml（保存期間７年） 　 ● ハイブリッドレスキューシート　
● エイドチーム2                          　  ● 蓄光ホイッスル　　　  　　
● 目隠ポンチョ                           　   ● マスク　
● 軍手                                     　   ● スマホ対応ダイナモライト

重量3.8kg

【スタンダードβ】

TEL:0555-22-2161
FAX:0555-24-0948　

広
報
誌
づ
く
り
で
毎
月
一
番
悩
む
の
は
、

実
は
「
表
紙
の
写
真
」
で
す
。「
こ
れ
だ
！
」

と
い
う
一
枚
が
撮
れ
ず
、
早
朝
に
カ
メ
ラ
片

手
に
出
か
け
る
こ
と
や
、
直
近
の
写
真
を
食

い
入
る
よ
う
に
見
返
す
こ
と
も
。
そ
れ
ほ
ど

苦
労
し
て
撮
っ
た
写
真
や
、
時
間
を
か
け
て

作
っ
た
組
み
写
真
が
ボ
ツ
に
な
っ
た
時
は
、
一

度
放
心
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
大

変
で
す
が
公
募
に
し
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

最
後
は
担
当
２
人
で
知
恵
を
絞
り
、「
今
月

も
乗
り
切
っ
た
」
と
胸
を
な
で
下
ろ
す
。
そ

ん
な
繰
り
返
し
で
す
が
、
ぜ
ひ
そ
う
し
た
裏

側
も
想
像
し
な
が
ら
、
表
紙
を
ご
覧
い
た
だ

け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。（
わ
）

六
根
清
浄
（
編
集
後
記
）

善意ありがとう
渡辺　実  　　　　　　  ４，７２６円
　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

人口と世帯
（令和８年７月１日現在）

富士吉田市住民基本台帳登録人口・世帯数
カッコ内は前月比

人　口　45,676 人　   （△13）
　男　　22,410 人　   （△  4）
　女　　23,266 人　   （△  9）
世帯数　21,147 世帯   （＋ 20）

□ 病院でやせるように言われた（健診が近い）
□ ポッコリお腹が気になる（最近服がキツイ）
□ コレステロールが高い（血圧や血糖も）
□ 太ったら膝や腰が痛くなった（運動は不要）
□ 色々試したがやせない（40～70歳代も）
□ 短期間で集中してやせたい（まず2週間）

甲府市住吉5-18-26 臨床漢方薬局ナオル薬品
電話 0120-61-3211 (無料電話相談→宅配可)
お試し1週間13.200円 代引き・カード払い可

服を買うより2～3週間で、やせてみる!? 有
料
広
告

有
料
広
告
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富士山六合目安全指導センター前

西
裏
界
隈（
中
村
会
館
ほ
か
）

吉田口登山道「馬返」～「一合目鈴原社」

命を守る、富士の拠点
開山期間中における安全登山の指導、啓発およ
び救急対応などを行うため、富士山六合目の安
全指導センターを開所しました。

西裏の路地に弾ける、熱気と笑顔
西裏界隈を舞台に「西裏夜市」が開催され、街全体が夜遅
くまで大勢の人々で賑わいました。まるでかつての黄金期を
彷彿とさせる、熱気と笑顔にあふれた特別な夜となりました。

重機なき山道、人力で紡ぐ歴史
富士山一合目・鈴原社の復元に向けた建築部材の搬出を行いまし
た。重機が入れないため、柱などを馬返まで人力で運ぶ大変な作業
でしたが、市と協定を結ぶアウトドアブランド「SALOMON」の皆さ
んが協力に駆けつけてくれました。

地域を守る、感謝の資機材
今年1月に上野原・大月地区で発生した扇山林
野火災。その際に応援出場した富士五湖消防本
部に対し、JAクレイン様から「今後の活動に役立
ててほしい」と消防資機材が寄贈されました。

目指せ、関東の頂点！9名の精鋭が予選を突破
2026年関東小学生山梨県予選ソフトテニス大会で、9選手が優秀な成績
を残し、関東大会の出場を決めました。

全力疾走、僕らの記録
市内の小学生が一堂に会
し、陸上記録会が行われまし
た。日頃の練習の成果を発
揮し、力いっぱい競技場内を
走って、投げて、跳ぶ、子ども
たちの姿を見せてくれました。

オリンピアンが教える、夢の教室
オリンピック出場経験選手から経験談を
聞いたり、楽しく運動実技を行いました。
※写真は、藤尾 香織先生（ホッケー）

西裏夜市

鈴原社古材保存
Supported by Mt.Fuji Re-style Project

フランスとの絆、もっと深く
長年絆を深めてきたフランスラグビー
連盟との「レガシー協定」を更新しま
した。この協定は、日本開催を目指す
2035年ラグビーワールドカップでのト
レーニングキャンプ地誘致を見据えた
ものです。今後も国際・経済交流や
青少年育成を通じて、フランスとの継
続的かつ発展的な関係を築いていき
ます。

心に届け、平和ポスター・非行防止標語 表彰式
平和ポスターと非行防止標語の表彰式を行いました。

平和ポスター展・非行防止標語 表彰式

県道富士吉田西桂都留線開通式

JOCオリンピック教室

市内陸上合同記録会

富士山GXスタジアム

吉田中学校

守る自然、つなぐ未来
富士急行株式会社様より、富士山環境保全
推進活動に対する寄付金を贈呈していただき
ました。

寄付金贈呈式

富士山安全指導センター開所式

富士吉田ソフトテニススポーツ少年団表敬訪問

消防資機材寄贈式

フランスラグビー連盟とのレガシー協定締結調印式
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吉田口登山道「馬返」～「一合目鈴原社」

命を守る、富士の拠点
開山期間中における安全登山の指導、啓発およ
び救急対応などを行うため、富士山六合目の安
全指導センターを開所しました。

西裏の路地に弾ける、熱気と笑顔
西裏界隈を舞台に「西裏夜市」が開催され、街全体が夜遅
くまで大勢の人々で賑わいました。まるでかつての黄金期を
彷彿とさせる、熱気と笑顔にあふれた特別な夜となりました。

重機なき山道、人力で紡ぐ歴史
富士山一合目・鈴原社の復元に向けた建築部材の搬出を行いまし
た。重機が入れないため、柱などを馬返まで人力で運ぶ大変な作業
でしたが、市と協定を結ぶアウトドアブランド「SALOMON」の皆さ
んが協力に駆けつけてくれました。

地域を守る、感謝の資機材
今年1月に上野原・大月地区で発生した扇山林
野火災。その際に応援出場した富士五湖消防本
部に対し、JAクレイン様から「今後の活動に役立
ててほしい」と消防資機材が寄贈されました。

目指せ、関東の頂点！9名の精鋭が予選を突破
2026年関東小学生山梨県予選ソフトテニス大会で、9選手が優秀な成績
を残し、関東大会の出場を決めました。

全力疾走、僕らの記録
市内の小学生が一堂に会
し、陸上記録会が行われまし
た。日頃の練習の成果を発
揮し、力いっぱい競技場内を
走って、投げて、跳ぶ、子ども
たちの姿を見せてくれました。

オリンピアンが教える、夢の教室
オリンピック出場経験選手から経験談を
聞いたり、楽しく運動実技を行いました。
※写真は、藤尾 香織先生（ホッケー）

西裏夜市

鈴原社古材保存
Supported by Mt.Fuji Re-style Project

フランスとの絆、もっと深く
長年絆を深めてきたフランスラグビー
連盟との「レガシー協定」を更新しま
した。この協定は、日本開催を目指す
2035年ラグビーワールドカップでのト
レーニングキャンプ地誘致を見据えた
ものです。今後も国際・経済交流や
青少年育成を通じて、フランスとの継
続的かつ発展的な関係を築いていき
ます。

心に届け、平和ポスター・非行防止標語 表彰式
平和ポスターと非行防止標語の表彰式を行いました。

平和ポスター展・非行防止標語 表彰式

県道富士吉田西桂都留線開通式

JOCオリンピック教室

市内陸上合同記録会

富士山GXスタジアム

吉田中学校

守る自然、つなぐ未来
富士急行株式会社様より、富士山環境保全
推進活動に対する寄付金を贈呈していただき
ました。

寄付金贈呈式

富士山安全指導センター開所式

富士吉田ソフトテニススポーツ少年団表敬訪問

消防資機材寄贈式

フランスラグビー連盟とのレガシー協定締結調印式
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ご意見は
コチラ

　
織
物（
ハ
タ
オ
リ
）の
ま
ち
、富
士
吉
田
。そ
の

歴
史
は
、ま
る
で
一
本
の
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な

富
士
吉
田
の
歴
史
の
一
端
を
、広
報
担
当
の

ア
ー
カ
イ
ブ
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
！

　先
月
号
に
掲
載
し
た
写
真
は
記
録
も
な
く

年
代
不
明
で
す
が
、広
報
担
当
で
は「
恐
ら
く

明
見
小
・
中
学
校
前（
県
道
新
田
下
吉
田
線
）

の
道
路
で
は
」と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。読
者
の

皆
さ
ん
か
ら「
小
明
見
の
都
留
信
交
差
点
付
近

か
ら
南
方
面
の
写
真
で
は
」「
恐
ら
く
50
年
代
の

風
景
」「
昔
は
ど
ん
ど
焼
き
や
御
神
木
を
立
て

て
い
た
」な
ど
貴
重
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、予

想
し
て
い
た
場
所
で
間
違
い
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
場
所
を
知
っ
て
い
る
」「
こ
れ
は
何
年

頃
だ
と
思
う
」な
ど
、些
細
な
こ
と
で
も
ぜ
ひ

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
写
真
は
こ
ち
ら
で
す
。

元気に大きくなってね★
小松 誠さん（父・おじ）
小松 輝さん（父・おじ）
小松 凌大さん（父・おじ）

小松 碧人さん(1歳)　恋空さん(7歳)　壱伸さん(0歳) 
れいら いっしんあおと

Special Issue
P4 富士吉田市 防災の日
P7 青色コンテナ（カン）への正しい出し方
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